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当
院
で
看
護
師

の
求
人
を
行
な
う

こ
と
に
な
り
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
（
以

下
Ｈ
Ｗ
）
を
訪
れ

た
。
医
療
機
関
の

求
人
は
民
間
有
料

業
者
の
方
が
成
功
率
が
高
い
と

さ
れ
る
が
、
費
用
は
相
応
に
高

額
で
あ
る
。
そ
こ
で
無
料
の
Ｈ

Ｗ
を
選
択
し
た
が
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
は
近
年
大
き
く
変
貌
し
て

い
た
▼
２
０
２
０
年
１
月
の
全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降
、
そ
の

後
の
改
定
を
経
て
現
在
の
形
と

な
っ
て
い
る
。
求
人
者
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
求
職
者
の
一

部
情
報
を
閲
覧
で
き
、
該
当
地

域
で
の
特
定
職
種
の
求
職
者
を

検
索
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
求
職
者
へ
の
リ
ク

エ
ス
ト
、
つ
ま
り
求
人
側
か
ら

求
職
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
、
求
人
票
を
閲
覧
し
て
も
ら

い
就
職
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
も

整
備
さ
れ
て
い
る
。
当
院
の
条

件
に
合
致
す
る
方
も
複
数
見
つ

か
り
、
今
後
働
き
か
け
を
行
な

う
予
定
で
あ
る
▼
ネ
ッ
ト
に
特

化
し
た
民
間
業
者
に
比
べ
れ
ば

不
足
も
あ
る
が
、
主
要
機
能
は

ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
民
間
業
者

は
就
職
お
祝
い
金
に
よ
り
求
職

者
に
人
気
と
な
っ
た
が
、
同
制

度
は
禁
止
さ
れ
た
。
よ
っ
て
民

間
業
者
の
長
所
は
ネ
ッ
ト
の
利

便
性
だ
が
、
そ
の
差
は
か
な
り

縮
小
し
て
い
る
▼
Ｈ
Ｗ
の
こ
の

よ
う
な
変
化
が
管
轄
省
庁
の
戦

略
的
指
導
な
の
か
、
ま
た
人
員

削
減
中
の
苦
肉
の
策
な
の
か
は

定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も

増
加
し
て
い
く
ネ
ッ
ト
利
用
に

長
け
た
求
職
者
に
と
っ
て
は
良

い
改
革
で
あ
ろ
う
。
変
革
を
続

け
る
Ｈ
Ｗ
の
今
後
に
期
待
す
る

と
と
も
に
、
組
織
は
時
代
に
応

じ
て
柔
軟
に
変
容
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

（
関
）

理事長・医療運動部会長合同声明を発表

を
進
め
る
こ
と
が
合
意
さ
れ

た
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
は
患
者
の

状
況
や
負
担
能
力
に
配
慮
し
つ

つ
、
別
途
の
保
険
外
負
担
（
特

別
の
料
金
）
を
求
め
る
仕
組
み

を
新
た
に
創
設
。
実
施
は
２７
年

３
月
。
ま
ず
は
７７
成
分
（
約
１

千
１
０
０
品
目
）
を
対
象
に
、

薬
剤
費
の
４
分
の
１
に
特
別
の

料
金
を
設
定
す
る
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
制
度
の

見
直
し
案
も
合
意
。
２６
年
８
月

か
ら
行
い
、
２７
年
夏
ま
で
に
２

段
階
で
自
己
負
担
の
月
額
上
限

額
を
所
得
に
応
じ
て
引
き
上
げ

る
と
し
た
。

た
に
対
象
と
し
、
届
出
の
簡
素

化
も
図
る
。
そ
の
一
方
で
、
２４

～
２５
年
度
の
算
定
状
況
に
応
じ

て
、
評
価
に
差
が
付
け
ら
れ
る
。

２６
年
度
か
ら
算
定
す
る
よ
う
に

な
っ
て
も
、
２４
～
２５
年
の
評
価

分
は
受
け
取
れ
な
い
、
と
い
う

も
の
だ
。
現
在
、
外
来
・
在
宅

ベ
ア
評
価
料
の
算
定
医
療
機
関

は
４
割
程
度
。し
か
し
、
診
療
側

か
ら
異
論
は
出
な
か
っ
た
。

　

物
価
対
応
に
つ
い
て
は
、
物

価
版
の
ベ
ア
評
価
料
が
導
入
さ

れ
る
模
様
だ
。
前
回
改
定
以
降

の
物
価
対
応
分
は
初
・
再
診
料

を
増
額
し
て
対
応
す
る
。
他
方

で
２６
年
度
以
降
は
「
物
価
上
昇

に
関
す
る
評
価
を
設
定
す
る
」

方
針
。
診
療
側
は
理
解
し
や
す

く
す
る
よ
う
注
文
付
け
た
が
、

方
針
に
異
論
は
示
さ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
１
月
９
日
の
中

医
協
で
は
「
こ
れ
ま
で
の
議
論

の
整
理
」
案
を
了
承
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
開
始

し
た
こ
と
を
受
け
、
協
会
保
険

診
療
対
策
部
・
歯
科
保
険
診
療

対
策
部
は
両
部
長
名
で
意
見
を

提
出
し
た
（
次
号
掲
載
予
定
）。

　

な
お
、
１２
月
２４
日
に
は
厚
労

相
と
財
務
相
の
折
衝
が
行
わ

れ
、
薬
剤
自
己
負
担
の
見
直
し

全
て
の
医
療
機
関
に
支
援
を

診
療
報
酬
改
定
最
低
３
％
必
須

初
の
２
段
階
改
定
も
底
上
げ
は
必
須

大
幅
プ
ラ
ス
求
め
る
政
策
部
長
談
話

政
策
部
長
談
話

高
市
首
相
の
英
断
を
求
め
る

外
来
医
療
費
適
正
化
論
に
反
対

改
定
率
プ
ラ
ス
で
経
営
権
侵
害
強
化

　

政
策
部
は
１２
月
１６
日
、
磯
崎

部
長
談
話
「
診
療
所
潰
し
で
地

域
医
療
は
崩
壊
す
る
／
外
来
医

療
費
適
正
化
に
反
対
し
、
診
療

報
酬
の
大
幅
引
上
げ
を
改
め
て

求
め
る
」を
発
表
し
、財
務
省
、

厚
労
省
、
中
医
協
委
員
、
国
会

議
員
、
マ
ス
コ
ミ
等
へ
送
付
し

た
（
７
面
）
。

　

談
話
は
、
診
療
所
の
診
療
報

酬
を
引
き
下
げ
、
そ
の
医
療
費

財
源
を
病
院
に
移
転
す
る
「
メ

リ
ハ
リ
」
主
張
が
、財
政
審
「
建

議
」
や
中
医
協
の
支
払
側
等
で

幅
を
利
か
せ
て
い
る
こ
と
へ
反

論
し
、
診
療
報
酬
の
大
幅
プ
ラ

ス
改
定
を
求
め
た
も
の
。
改
定

率
を
巡
る
攻
防
の
熾
烈
化
を
踏

ま
え
、
発
表
し
た
。

　

診
療
所
は
初
診
患
者
の
８

割
、
外
来
患
者
の
７
割
を
診
て

い
る
が
、
公
定
価
格
の
診
療
報

酬
で
の
運
営
で
４
割
が
赤
字
経

営
に
な
っ
て
い
る
と
提
示
。
赤

字
・
黒
字
の
如
何
を
問
わ
ず
、

物
価
・
賃
金
等
の
上
昇
分
の
的

確
な
公
定
価
格
へ
の
反
映
は
道

理
で
あ
る
と
説
い
た
。
ま
た
、

診
療
所
を
標
的
に
し
た
財
源
移

転
は
診
療
所
９
・
６
兆
円
、
病

院
２５
・
９
兆
円
の
医
療
費
規
模

か
ら
い
っ
て
も
病
院
団
体
の
求

め
る
改
定
率
１０
％
の
捻
出
は
不

可
能
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
診
療

所
が
ド
ミ
ノ
倒
し
で
潰
れ
、
地

域
医
療
は
機
能
分
担
、
診
療
連

携
の
重
層
構
造
の
均
衡
を
崩

し
、
崩
壊
し
て
い
く
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
る
。

　

補
正
予
算
で
の
緊
急
措
置

で
、
医
療
機
関
の
賃
上
げ
「
プ

ラ
ス
３
％
、
半
年
分
」
の
支
援

が
図
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
底
上

げ
」
の
土
台
を
継
続
す
る
た
め

に
は
来
年
６
月
か
ら
の
改
定
で

最
低
限
３
％
が
必
須
で
あ
り
、

そ
の
翌
年
度
分
や
経
営
安
定
分

を
考
慮
す
れ
ば
大
幅
プ
ラ
ス
改

定
が
必
要
だ
と
説
い
て
い
る
。

　

談
話
へ
は
日
医
、大
学
教
授
、

日
本
歯
科
新
聞
、
国
会
議
員
秘

書
、
医
療
制
度
研
究
会
、
非
営

利
協
同
総
研
、
週
刊
東
洋
経
済
、

月
刊
保
険
診
療
、
フ
リ
ー
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
兵
庫
・
青
森
・

埼
玉
・
富
山
・
京
都
各
保
険
医

協
会
な
ど
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。

▲
０
・
１５
％
は
、
処
方
・
調
剤

の
点
数
引
き
下
げ
、
長
期
処
方
・

リ
フ
ィ
ル
処
方
の
取
組
み
強
化

が
組
み
込
ま
れ
、
主
に
内
科
系

診
療
所
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
と
指
摘
。
前
回
改
定
で
初

再
診
料
や
入
院
基
本
料
で
評
価

し
た
事
務
職
員
、
看
護
補
助
者

ら
の
賃
上
げ
分
の
評
価
は
、
計

画
書
・
報
告
書
の
提
出
が
求
め

ら
れ
る
。
新
た
に
物
価
版
の
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
が
導
入
さ

れ
る
模
様
で
あ
り
、
医
療
機
関

経
営
の
ガ
ラ
ス
張
り
化
に
向
け

た
措
置
も
講
じ
ら
れ
る
と
提
示

し
、
総
じ
て
経
営
権
の
侵
害
、

経
営
裁
量
へ
の
介
入
が
強
ま
る

と
警
鐘
。
民
間
主
体
の
日
本
の

医
療
体
制
と
相
入
れ
ず
、
撤
回

を
求
め
る
と
と
も
に
シ
ン
プ
ル

に
基
本
診
療
料
の
引
上
げ
と
、

診
療
報
酬
の
更
な
る
底
上
げ

が
、
医
療
危
機
脱
却
と
経
営
安

定
に
必
須
と
説
い
て
い
る
。

　

協
会
は
１２
月
１７
日
、

「
高
市
首
相
の
英
断
を

求
め
る

全
て
の
医
療

機
関
の
支
援
と
、
１０
％

以
上
の
診
療
報
酬
プ
ラ

ス
改
定
を
」
と
す
る
理

事
長
・
医
療
運
動
部
会

長
合
同
声
明
を
発
表
し

た
（
３
面
）
。

　

声
明
で
は
、
１２
月
１６

日
に
成
立
し
た
２
０
２

５
年
度
補
正
予
算
の

「
医
療
・
介
護
等
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
い

て
、
無
床
診
療
所
へ
の

補
助
金
（
賃
金
１５
万
円
、

物
価
１７
万
円
）
の
賃
金

部
分
を
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
の
届
出
医
療
機

関
に
限
ら
な
い
よ
う
要

請
。
同
評
価
料
は
無
床

診
療
所
の
４
割
し
か
届

け
出
て
い
な
い
現
状
を

指
摘
し
、
全
医
療
機
関

を
対
象
と
し
迅
速
な
補

助
金
支
給
を
訴
え
た
。

　

ま
た
補
正
予
算
に
よ

る
対
応
は
一
時
的
な
も

の
で
あ
り
、
２６
年
度
診

療
報
酬
改
定
で
は
医
療

機
関
の
窮
状
を
打
開
す

る
た
め
、
１０
％
以
上
の

大
幅
な
引
き
上
げ
が
必

須
と
強
調
。
厚
労
相
と

財
務
相
が
改
定
率
を
巡

り
綱
引
き
を
す
る
中
、

高
市
首
相
に
対
し
て
過

去
に
例
の
な
い
診
療
報

酬
大
幅
引
き
上
げ
へ
の

英
断
を
求
め
た
。

　

政
策
部
は
１
月
１３
日
、
磯
崎

部
長
談
話
「
診
療
報
酬
の
プ
ラ

ス
改
定
を
評
価
し
経
営
権
侵
害

に
抗
す
／
初
再
診
料
の
充
実
と

今
後
の
底
上
げ
を
求
め
る
」
を

発
表
し
、
財
務
省
、
厚
労
省
、

中
医
協
委
員
、
国
会
議
員
、
マ

ス
コ
ミ
等
へ
送
付
し
た（
５
面
）
。

　

談
話
は
、
２
０
２
６
年
度
診

療
報
酬
改
定
の
改
定
率
が
本
体

３
・
０９
％
、
薬
価
等
▲
０
・
８７

％
、
全
体
２
・
２２
％
と
実
質
プ

ラ
ス
改
定
へ
転
じ
た
こ
と
は
評

価
。規
模
の
不
十
分
性
を
突
き
、

複
雑
細
分
化
さ
れ
た
紐
付
き
改

定
率
の
内
実
を
説
き
、
経
営
権

侵
害
の
強
化
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
も
の
。
談
話
へ

は
日
医
元
役
員
、
東
京
内
科
医

会
元
役
員
、
朝
日
新
聞
元
編
集

委
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
大

阪
協
会
理
事
長
等
か
ら
反
響
が

あ
っ
た
。　

　

今
次
改
定
は
イ
ン
フ
レ
局
面

を
踏
ま
え
、
本
体
３
・
０９
％
は

２６
年
度
２
・
４１
％
、
２７
年
度
３
・

７７
％
の
２
段
階
改
定
で
の
実
施

に
よ
る
平
均
値
と
い
う
「
新
た

な
発
想
」を
取
り
入
れ
、２７
年
度

は
経
済
・
物
価
動
向
に
対
応
し

た
加
減
算
調
整
を
経
営
状
況
調

査
の
上
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　

た
だ
、
細
分
化
さ
れ
使
途
が

限
定
さ
れ
て
お
り
、
①
賃
上
げ

分
１
・
７０
％
（
２６
年
度
１
・
２３

％
、
２７
年
度
２
・
１８
％
）、
②

物
価
対
応
分
０
・
７６
％
（
２６
年

度
０
・
５５
％
、
２７
年
度
０
・
９７

％
）、
③
食
費
・
光
熱
水
費
０
・

０９
％
、
④
経
営
悪
化
緊
急
対
応

分
０
・
４４
％
、
⑤
適
正
化
分
▲

０
・
１５
％
、⑥
通
常
改
定
分
（
政

策
改
定
分
）
０
・
２５
％
と
、
な

っ
て
い
る
。

　

「
骨
太
方
針
２
０
２
５
」
に

盛
り
込
ま
れ
た
「
公
定
価
格
の

引
上
げ
」、「
経
営
の
安
定
」、「
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
型
か
ら
の
転
換
」、

「
幅
広
い
職
種
の
確
実
な
賃
上

げ
」、「
経
済
・
物
価
動
向
へ
の

対
応
」
を
満
た
し
、「
歳
出
改

革
努
力
の
継
続
」、「
保
険
料
負

担
の
抑
制
」
へ
も
応
え
た
格
好

で
あ
る
。
し
か
も
日
医
の
イ
ン

フ
レ
下
の
現
実
的
な
改
定
対
応

案
を
取
り
入
れ
て
も
い
る
。

　

談
話
は
、
こ
れ
ら
を
改
定
金

額
が
実
は
低
額
で
あ
る
こ
と
と

併
せ
詳
述
。
ま
た
、
適
正
化
分

物
足
り
ぬ
引
き
上
げ
幅

ベ
ア
評
価
料
、
こ
れ
ま
で
の
算
定
有
無
で
点
数
差

診
療
報
酬
改
定

本
体
プ
ラ
ス
３
・
０９
％

と
、
２
０
２
５
年
の
医
療
機
関

の
倒
産
は
６７
件
。
過
去
最
多
を

更
新
し
た
２４
年
の
６４
件
を
更
に

上
回
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、協
会

は
今
後
の
改
定
で
の
継
続
的
で

大
幅
な
底
上
げ
を
求
め
て
い
る
。

物
価
版
ベ
ア
評
価
料
？

　

改
定
率
決
定
後
は
点
数
配
分

の
検
討
が
進
む
。
１
月
１４
日
の

中
医
協
で
は
、
賃
上
げ
と
物
価

対
応
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

　

焦
点
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
だ
。同
日
の
資
料
に
よ
る
と
、

ベ
ア
評
価
料
は
存
続
し
、
こ
れ

ま
で
対
象
外
だ
っ
た
事
務
職
員

や
４０
歳
未
満
の
勤
務
医
師
・
歯

科
医
師
、
そ
の
他
の
職
種
も
新

１２
月
１９
日
、
厚
労
相
と
財
務
相
の
折
衝
が
行
わ
れ
、
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
改
定
率
は
本
体
改
定
率
＋
３
・
０９
％
、
薬
価
等
▲
０
・
８７
％
、
全
体
で
＋
２
・

２２
％
と
な
っ
た
。
医
療
界
が
求
め
て
き
た
１０
％
以
上
の
プ
ラ
ス
と
は
な
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
こ
の
間
の
要
請
行
動
が
一
部
結
実
。
点
数
配
分
に
お
い
て
は
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
で
の
格
差
付
け
や
、物
価
版
ベ
ア
評
価
料
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

事
務
局
休
務
の
お
知
ら
せ

事
務
局
休
務
の
お
知
ら
せ

　

２
月
３
日
（
火
）
１２
時
３０
分
～
１５
時
は
、
事
務
局
福
利

厚
生
と
し
て
休
務
を
い
た
だ
き
ま
す
。ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

改
定
率
の
詳
細
は
１
月
１３
日

発
表
の
政
策
部
長
談
話
に
掲
載
。

　

今
回
の
改
定
率
を
医
療
団
体

は
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
。
日

医
・
松
本
会
長
は
「
厳
し
い
経

営
実
態
を
ご
理
解
い
た
だ
け

た
」
と
評
価
。
病
院
団
体
も
前

向
き
な
評
価
を
し
た
。
茨
城
県

医
師
会
の
松
﨑
会
長
は
「
正
直

に
言
う
と
、
喜
び
半
分
、
疑
心

暗
鬼
が
半
分
と
い
っ
た
と
こ

ろ
」
と
し
、
プ
ラ
ス
改
定
等
は

評
価
し
つ
つ
も
、
引
き
上
げ
幅

は
物
価
上
昇
率
と
ま
だ
開
き
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
。
日
歯
・
高

橋
会
長
は
金
価
格
高
騰
に
伴
う

金
パ
ラ
高
騰
を
背
景
に
、
歯
科

診
療
所
の
経
営
は
厳
し
い
と
し

て
、
改
定
影
響
を
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
と
し
た
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る
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昨
年
末
の
厚
労
相
・
財
務

相
の
折
衝
に
よ
り
、
２６
年
度

診
療
報
酬
改
定
率
は
「
本
体
」

部
分
で
３
・
０９
％
、「
薬
価
等
」

で
▲
０
・
８７
％
、
全
体
で
２
・

２２
％
の
プ
ラ
ス
改
定
と
な
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
本
体
部

分
は
実
に
３０
年
振
り
の
３
％

台
の
プ
ラ
ス
と
な
る
。
医
療

界
が
求
め
て
き
た
１０
％
以
上

の
プ
ラ
ス
と
は
な
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
厳
し
い
医
療
機

関
経
営
の
改
善
に
向
け
て
医

療
・
介
護
・
福
祉
業
界
が
一

丸
と
な
り
要
請
し
続
け
て
き

た
成
果
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
プ
ラ
ス
改
定
だ

か
ら
と
安
堵
し
て
は
い
ら
れ

な
い
。
改
定
率
に
は
幾
重
に

も
枷
や
要
件
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
。
過
去
の
改
定
で
は
財

務
省
や
健
保
連
等
の
要
望
も

あ
り
、
経
営
裁
量
へ
の
介
入

や
診
療
行
為
へ
の
踏
み
込
み

が
過
剰
で
あ
っ
た
。
改
定
内

容
次
第
で
は
経
営
改
善
に
資

さ
ず
、
医
療
機
関
の
倒
産
・

閉
院
・
分
断
・
差
別
化
が
加

速
さ
れ
、
地
域
医
療
の
崩
壊

を
招
く
危
険
を
孕
む
。

　

改
定
率
２
・
２２
％
の
内
訳

は
、
①
賃
上
げ
対
応
に
１
・

７０
％
（
２６
年
度
１
・
２３
％
、

２７
年
度
２
・
１８
％
）
、
②
物
価

対
応
に
０
・
７６
％
（
同
０
・

５５
％
、
０
・
９７
％
）
、
③
過
去

２
年
間
の
経
営
悪
化
へ
の
緊

急
対
応
分
に
０
・
４４
％
（
病

院
０
・
４０
％
、
診
療
所
０
・
０２

％
、
歯
科
診
療
所
０
・
０１
％
）
、

④
食
費
光
熱
費
分
に
０
・
０９

％
、
⑤
通
常
改
定
分
に
０
・
２５

％
。
他
方
で
、
⑥
適
正
化
・
効

率
化
で
▲
０
・
１５
％
、
⑦
薬

価
で
▲
０
・
８６
％
、
⑧
材
料

価
格
で
▲
０
・
０１
％
と
な
る
。

　

①
賃
上
げ
対
応
に
つ
い
て

は
、
２６
年
度
・
２７
年
度
で
そ

れ
ぞ
れ
３
・
２
％
（
看
護
補

助
者
・
事
務
職
員
は
同
５
・

７
％
）
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

支
援
す
る
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
民
間
主
要
企
業
の
春

闘
妥
結
の
賃
上
げ
率
（
５
・

５２
％
）
や
国
家
公
務
員
の
人

事
院
給
与
勧
告
（
３
・
６２
％
）

に
は
及
ば
な
い
。
こ
れ
で
は
、

医
療
従
事
者
の
離
職
・
人
材

流
出
の
懸
念
が
拭
え
な
い
。

ま
た
対
応
方
法
に
つ
い
て

も
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

へ
の
上
乗
せ
や
類
似
の
点
数

新
設
等
が
示
さ
れ
て
お
り
、

要
件
等
に
よ
っ
て
は
実
効
性

に
疑
問
が
残
る
。

　

②
物
価
対
応
に
つ
い
て

は
、
初
・
再
診
料
等
の
引
き

上
げ
で
は
な
く
、
物
価
上
昇

に
関
す
る
評
価
（
点
数
）
の
新

設
で
の
対
応
が
検
討
さ
れ
、

更
な
る
経
営
裁
量
へ
の
踏
み

込
み
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

初
・
再
診
料
等
は
引
き
上

げ
の
公
算
だ
が
、
前
述
③
の

経
営
悪
化
へ
の
緊
急
対
応
の

上
乗
せ
分
の
み
。
平
均
し
て

医
科
診
療
所
１
施
設
で
年
間

９
・
９
万
円
、
歯
科
診
療
所
で

同
７
・
８
万
円
と
、
雀
の
涙
ほ

ど
で
し
か
な
い
（
改
定
率
１

％

≒

５
千
２
０
０
億
円
を

基
に
、
２４
年
度
医
療
施
設
数

よ
り
算
出
）
。

　

気
が
か
り
は
⑥
の
適
正

化
・
効
率
化
の
▲
０
・
１５
％

だ
。
大
臣
折
衝
で
は
、
▽
後

発
医
薬
品
へ
の
置
き
換
え
進

展
を
踏
ま
え
た
処
方
や
調
剤

の
評
価
適
正
化
、
▽
在
宅
医

療
・
訪
問
看
護
関
係
の
評
価

適
正
化
、
▽
長
期
処
方
・
リ

フ
ィ
ル
処
方
取
り
組
み
強
化

等
の
効
率
化
―
と
し
て
お

り
、
内
科
系
診
療
所
へ
の
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
特
に

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
に
つ
い
て

は
「
原
則
化
を
視
野
に
」
と

記
述
。
生
活
習
慣
病
管
理
料

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
医
学

管
理
の
点
数
の
算
定
要
件
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
否
め
な
い
。

　

具
体
的
な
改
定
の
中
身
は

今
後
の
中
医
協
で
の
協
議
と

な
る
。
初
・
再
診
料
の
大
幅

引
き
上
げ
な
ど
全
て
の
医
療

機
関
の
経
営
改
善
に
直
結
す

る
診
療
報
酬
改
定
を
勝
ち
取

る
た
め
、
会
員
諸
氏
の
協
会

活
動
へ
の
協
力
を
お
願
い
す

る
。

経
営
安
定
と
職
員
賃
上
げ
に
資
す
る

診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
を

改
定
率
プ
ラ
ス
で
の
安
堵
は
気
早

歯
科
臨
床
研
究
会

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
、口
腔
機
能
低
下
症
、

低
栄
養
患
者
に
一
般
歯
科
外
来
で

考
え
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と

歯
科
臨
床
研
究
会

審
美
性
に
富
ん
だ

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復

～
そ
の
基
礎
的
事
項
と
臨
床
応
用
の
実
際
～

　
歯
科
研
究
部
は
１１
月
６
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
、口
腔
機
能
低
下
症
、

低
栄
養
患
者
に
一
般
歯
科
外
来

で
考
え
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ

と
」
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
で
開
催
。
講
師
は
神
奈
川

歯
科
大
学

特
任
教
授
・
玉
置

勝
司
氏
が
務
め
、
１
５
１
名
が

参
加
し
た
。
事
後
抄
録
を
掲
載

す
る
。

　

今
回
の
講
演
は
、
以
下
の
よ

う
な
内
容
で
行
い
ま
し
た
。

　

１
．
日
本
の
高
齢
者
の
状
況

と
口
腔
内
の
変
化

　

２
．
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と

口
腔
機
能
低
下
症
の
基

本
と
検
査

　

３
．
適
切
な
機
能
歯
の
増
加

処
理
は
医
学
的
に
意
味

が
あ
る

　

４
．
今
後
の
歯
科
医
院
に
お

い
て
考
え
る
こ
と
、
や

る
べ
き
こ
と

　

５
．
ま
と
め

　

今
や
フ
レ
イ
ル
そ
し
て
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
い
う
言
葉

は
、
メ
タ
ボ
と
同
じ
よ
う
に
常

識
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
日
本
の
高
齢
社
会

に
お
い
て
、
厚
労
省
の
支
援
も

あ
り
医
科
お
よ
び
歯
科
医
療
に

お
い
て
、
わ
が
事
と
し
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
か
も
し
れ
な

い
と
ご
自
宅
で
感
じ
た
方
が
歯

科
医
院
を
受
診
し
て
、
口
腔
機

能
低
下
に
関
す
る
検
査
を
行
う

重
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ

し
て
従
来
の
歯
・
歯
肉
お
よ
び

欠
損
に
対
す
る
治
療
を
行
う
だ

け
で
な
く
、
口
腔
機
能
低
下
症

と
病
名
が
付
い
た
後
は
適
切
な

栄
養
・
食
事
指
導
を
含
め
た
管

理
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
真

の
健
康
は
獲
得
で
き
な
い
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
の
歯
科
医
療
の

枠
を
超
え
た
内
容
を
具
体
的
に

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
そ
の
取
り
組
み
の
具
体
例

と
し
て
、
写
真
（
左
）
に
示
す

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
歯
科
医

院
の
様
子
と
は
違
う
在
り
方
を

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
健
口
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
化
）
。

ま
だ
ま
だ
、
入
口
の
段
階
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

全
国
で
徐
々
に
始
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
歯
科
医

院
に
行
く
目
的
が
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
が
歯
科
医
療
の
本
質
の
見

せ
所
だ
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に

国
民
の
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

事後抄録

事後抄録

〈参考画像〉

一般歯科外来での診療体制のイノベーション
（健口医療クリニック化）

検査機器と分析機器

握力測定 治療前の血圧測定

体組成計測

　
歯
科
研
究
部
は
１２
月
４
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
審
美
性
に

富
ん
だ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン

修
復
～
そ
の
基
礎
的
事
項
と
臨

床
応
用
の
実
際
～
」
を
協
会
会

議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。

講
師
は
日
本
大
学
歯
学
部
保
存

学
教
室
修
復
学
講
座

診
療
科

長
／
教
授
・
宮
崎
真
至
氏
が
務

め
、
１
９
２
名
が
参
加
し
た
。

事
後
抄
録
を
掲
載
す
る
。

　

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復

シ
ス
テ
ム
は
、
臨
床
に
お
け
る

時
代
の
ト
レ
ン
ド
を
見
据
え
な

が
ら
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
背

景
に
は
、
各
メ
ー
カ
ー
の
技
術

力
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

様
々
な
修
復
シ
ス
テ
ム
が
開
発

さ
れ
て
臨
床
使
用
に
至
っ
て
い

る
。
接
着
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

は
、
臨
床
操
作
ス
テ
ッ
プ
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
安
定
し
た

接
着
耐
久
性
を
獲
得
す
る
こ
と

が
開
発
の
方
向
で
あ
り
、
こ
れ

に
様
々
な
機
能
性
を
付
与
す
る

こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
に

お
い
て
は
、高
い
機
械
的
性
質
、

良
好
な
研
磨
性
、
適
切
な
色
調

適
合
性
と
と
も
に
優
れ
た
操
作

性
な
ど
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
色
素
を
用
い
ず
に

微
細
構
造
に
よ
る
、
分
光
に
由

来
す
る
発
色
現
象
を
応
用
し
た

製
品
も
登
場
し
た
。

　

こ
れ
ら
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ

ン
修
復
シ
ス
テ
ム
の
改
良
は
、

治
療
を
受
け
る
患
者
に
と
っ
て

は
大
い
な
る
福
音
と
も
な
る
。

審
美
性
と
と
も
に
機
能
性
を
具

備
す
る
修
復
処
置
は
、
ま
さ
に

患
者
が
望
む
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
か
な
え
る
の
が
術
者
で
あ

る
歯
科
医
師
で
あ
る
。
従
っ
て
、

歯
科
医
師
の
持
っ
て
い
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
、
修
復
シ
ス
テ
ム
が

有
し
て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
出
す
と
と
も
に
、
患
者
満

足
度
を
十
分
に
満
た
す
も
の
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

術
者
と
し
て
は
、
使
用
す
る

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
シ

ス
テ
ム
が
有
し
て
い
る
特
性
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に

こ
れ
ら
を
扱
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
は

そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
と
く
に
、

保
存
修
復
処
置
の
原
則
で
あ
る

〝
原
形
態
の
回
復
〟
を
行
う
た

め
に
は
、
何
を
見
て
何
を
再
現

す
る
か
を
具
現
化
す
る
こ
と
が

大
切
と
な
る
。
欠
損
が
あ
る
か

ら
そ
れ
を
埋
め
る
、
と
い
う
発

想
か
ら
脱
却
し
、
欠
損
を
元
の

解
剖
学
的
な
形
態
と
と
も
に
色

調
に
回
復
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。す
な
わ
ち
、コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
レ
ジ
ン
を
用
い
た
歯
冠
修
復

に
つ
い
て
は
、
解
剖
学
的
形
態

の
理
解
、
色
調
再
現
性
を
引
き

出
す
手
法
と
と
も
に
、
形
態
修

正
と
研
磨
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

講師の宮崎氏

　研究部は11月15日、第28回循環器セミナー

「みんなが納得する高血圧治療とは？―高血

圧管理・治療ガイドラインから―」を協会会

議室とWEB併用で開催し、医師、歯科医師、

看護師等162名が参加した。

　特別講演では、『高血圧管理・治療ガイド

ライン2025』の作成統括委員会に参画した大

阪ろうさい病院総長の樂木宏実氏が講演。氏は「高血圧10のフ

ァクトと新ガイドラインJSH2025」をテーマに、ガイドライン

改訂のポイントを、作成の裏話も交えて解説。今回高齢者を含

め、収縮期血圧130mmHgを降圧目標とした経緯を、研究結果を

示しながら詳説した。また、広く国民に向けて、正しい知識を

知ってもらう目的で策定した『「高血圧」の10のファクト』に

ついても平易に紹介。降圧薬選択や日本高血圧学会のYouTube

チャンネルにも触れ、エビデンスに基づいた高血圧に関する最

新情報を提供した。

　総合討論では、特別講演を踏まえ、実臨床における高血圧治

療について議論を行い、最後に樂木氏から実地医家に向けて、

標準治療として個別に患者を診ていくうえでのチャネルを増や

すために、ガイドラインを活用してほしいと結んだ。

活動報告活動報告quick reports

第28回循環器セミナー第28回循環器セミナー

みんなが納得する高血圧治療とは？みんなが納得する高血圧治療とは？

ガイドラインの活用法を探るガイドラインの活用法を探る

講師の樂木氏

講師の玉置氏

「新聞投稿」「新聞投稿」

募集中!募集中!
　会員からの投稿を　会員からの投稿を
随時募集しています!随時募集しています!
文字数は800字程度。文字数は800字程度。

　ご不明点は新聞部までご不明点は新聞部まで
（TEL 045-313-2111（TEL 045-313-2111
FAX 045-313-2113）FAX 045-313-2113）。。

メールアドレスメールアドレス
:kanahoi-shinbun:kanahoi-shinbun
@hoken-i.co.jp@hoken-i.co.jp

※ 内容によっては加筆・修正をお※ 内容によっては加筆・修正をお
願いすることがございますこと願いすることがございますこと
をご了承ください。をご了承ください。
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　政府は11月28日、2025年度補正予算を閣議決定。衆議院での審議を経

て、12月16日に参院本会議で可決、成立した。補正予算の一般会計総額は、

18兆3,034億円とコロナ禍以降最大規模で、医療・介護等支援パッケージ

（医療分野）における「賃上げ・物価上昇に対する支援」は、5,341億円

となった。医科・歯科無床診療所に対する補助金（支援額）は、一律32

万円（賃金15万円、物価17万円）とされた。

　この補助金の賃金15万円分の支給について、ベースアップ評価料の届

出医療機関に限られるとの報道もある。ベースアップ評価料は病院で約9

割が届け出ているが、診療所は4割程度にとどまる。その理由は様々だが、

大きくは当該評価料の届出が複雑・煩雑な点であり、小規模な無床診療

所ではその対応が困難であるからだ。一方で無床診療所は当該評価料を

届出せずとも、院長給与を削減するなどして職員の賃上げを実施してい

るところは少なくない。10月には最低賃金の引き上げもあり、どの医療

機関も賃上げ対応に苦慮している。当該評価料を届出・算定していても

賃上げ率は平均3.4％（24年度、25年度）にとどまり、全産業平均7.3％

の半分にも満たない水準である※1。賃金15万円分においても、全ての医

療機関を対象とすることで、早急な補助金支給にも結び付く。公平かつ

迅速な対応を求める。

　また、補正予算による補助金対応はあくまで一時的なものであり、最

重要は2026年度診療報酬改定である。医療機関の窮状が待ったなしの状

況であることは、この間の厚労省調査等で明らかだ。社会保障審議会・

医療部会（10月27日）では、無床診療所（医療法人に限る）の2024年度

経常利益率の平均値は6.4％だが、最頻値を見ると0.0％～1.0％と「利益

がギリギリ出せるかどうか」であり、本業に限った「医業収支」は実に4

割が赤字だ※2。中央社会保険医療協議会（中医協、11月26日）の「第25

回医療経済実態調査」では個人立の数字が示され、医科・無床診療所の

2024年度損益率の平均は28.3％と前年に比べ▲4.0％の減少。注視すべき

「最頻損益差額階級」の損益差額は749万円に過ぎず、歯科診療所に至っ

ては634万円と散々たる状況である※3。保団連・関東ブロックの9協会（当

会も加盟）で行った調査でも、個人立・医科無床診療所（回答数75件）

の事業所得は年間408万円減（平均）、前年度比▲17.2％であった※4。中

医協で支払い側は診療所を「底堅く推移」としたが、全く医療機関の実

態を顧みていない。

　この間、消費税をはじめとする国の税収は増加の一途で、当初予算よ

り2.9兆円上振れて80兆円を超える見込みである。全国健康保険協会（協

会けんぽ）は賃上げ等により保険料収入が増加しており、2026年度には

保険料率を引き下げる見通しだ。自民党の社会保障制度調査会も12月4

日、物価高に苦しむ医療機関の苦境や賃上げ困難な実態、人材流出など

を案じ、次回改定では物価や賃上げ対応分にとどまらず、他産業平均と

遜色ない賃金水準となるよう「必要十分な改定」を求めた。過去に例の

ない、診療報酬の大幅引き上げを実施する状況は整っている。

　地域医療は、診療所と病院が連携することで「面」として支えている。

当然、どちらかが機能不全に陥れば地域医療は崩壊していく。すでに神

奈川県内でも医療機関の撤退により、医療提供が困難な地域も出てきて

いる。当会が実施した「診療報酬の大幅引き上げを求める署名」には、

近年では例のない1,388名もの会員の協力があった。医療機関の窮状は待

ったなしである。2026年度診療報酬改定は、病院・診療所問わず、10％

以上の大幅な引き上げが必須である。改定率が示されるのは間近だ。我々

は、高市首相の英断に期待する。

2025年12月17日

　※1： 2025年8月21日 中央社会保険医療協議会（中医協）入院・外来医療等の調査・評価

分科会

　※2： 2025年10月27日 第120回社会保障審議会医療部会「医療法人の経営状況（R7.7月末時

点）」

　※3： 2025年11月26日 中央社会保険医療協議会 総会（第630回）第25回医療経済実態調査

報告

　※4：2025年10月12日 医療機関経営実態調査報告 保団連関東ブロック協議会

高市首相の英断を求める

全ての医療機関の支援と、
10％以上の診療報酬プラス改定を

神奈川県保険医協会

理事長　田辺　由紀夫

医療運動部会長　二村　哲(合同声明）

※パソコンの場合

過去の理事会声明・部長談話は
協会ホームページでも読めます

　協会ホームページ「いい医療ドットコム（https://www.iiiryou.com/）」では、

過去の理事会声明・部長談話等を読むことができます。トップページから「私

たちの考え」欄の「一覧」をクリックしてください。

　また、▽研究会日程を確認できる便利なイベントカレン

ダーの閲覧、▽各種届出用紙や院内掲示用ポスターのダウ

ンロード―などもできます。ぜひご活用ください。

＊ 「会員ページ」のパスワードをご存知ない＊ 「会員ページ」のパスワードをご存知ない方は事務局まで方は事務局まで

　　（　　（ ℡℡ 045‐313‐2111）。 045‐313‐2111）。

※スマホの場合

トップページ「私たちの考え」欄の

「一覧」をクリック！
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当日使用したテキストは
こちら

医科保険診療の手引き

（2024年6月版）

会員価格：4,500円

注文・お問合せは保険診療対策部まで

☆
保
険
診
療
対
策
部
は
１１
月
２０

日
、
１０
回
シ
リ
ー
ズ
「
医
療

事
務
講
習
会
」
の
修
了
式
を

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信
で
開
催

し
、
受
講
者
８４
名
の
う
ち
８２

名
に
修
了
証
を
交
付
し
た
。

に
も
は
っ
と
思
い
出
し
て
対
応

す
る
よ
う
な
場
面
も
増
え
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
神
奈
川

県
保
険
医
協
会
の
皆
様
、
講
師

の
先
生
方
、
お
忙
し
い
中
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

か
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
宇
佐
美　

麻
優

医
療
事
務
講
習
会

医
療
事
務
講
習
会
を
受
講
し
て

こ
の
た
び
、
参
加
記
が
寄
せ

ら
れ
た
の
で
掲
載
す
る
。

◇

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
事
務
職
に
就

い
て
も
う
す
ぐ
一
年
に
な
り
ま

す
。
未
経
験
か
ら
始
め
た
の
で
、

最
初
は
保
険
証
の
確
認
一
つ
す

ら
満
足
に
行
え
ず
、
初
め
て
知

る
こ
と
ば
か
り
で
圧
倒
さ
れ
る

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
昨
年
医
療
事
務
講

習
会
に
参
加
し
た
先
輩
ス
タ
ッ

フ
に
勧
め
て
も
ら
い
、
今
回
受

講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
先
生
方
が
重
要
な
部

分
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
解
説

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
実
際
に

起
き
た
事
例
な
ど
を
交
え
て
お

話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
た

お
か
げ
で
、
そ
れ
ま
で
「
な
ん

と
な
く
」
、
「
ぼ
ん
や
り
と
」
把

握
し
て
い
た
事
柄
に
輪
郭
が
つ

き
、
納
得
・
理
解
す
る
に
至
っ

た
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
レ
セ
プ
ト
の
見
方
や
算
定

時
の
注
意
点
な
ど
は
ま
さ
に
実

務
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
ば
か
り
で
、
普
段
の
仕
事
中

参加記

　

調
子
の
悪
い
方
は
診
て
あ
げ

た
い
。
だ
か
ら
、
飛
び
込
み
で

来
る
発
熱
患
者
も
職
員
一
丸
と

な
っ
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

医
師
一
人
と
４
人
の
ス
タ
ッ

フ
と
事
務
長
で
あ
る
妻
も
朝
か

ら
晩
ま
で
、
食
事
以
外
の
時
間

は
診
療
に
費
や
し
て
い
る
。
患

者
数
は
増
え
て
も
忙
し
く
な
る

だ
け
で
、
診
療
報
酬
単
価
が
下

が
っ
た
た
め
、
医
院
の
実
入
り

は
減
っ
て
い
る
。
生
活
習
慣
病

管
理
料
Ⅰ
に
、
発
熱
に
関
す
る

検
査
点
数
が
包
括
さ
れ
る
こ
と

も
疑
問
に
感
じ
る
。
感
染
症
対

策
は
単
な
る
生
活
習
慣
の
問
題

で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
が
露
呈

し
た
よ
う
に
、
医
療
の
重
要
な

報
酬
引
き
上
げ
は
切
実
な
願
い

横
浜
市
金
沢
区

折
茂　

賢
一
郎

診
療
単
価
が
減
少

物価 物価 と

地
域

高騰

医療

一
部
分
と
認
識
し
て
ほ
し
い
。

　

当
院
は
血
算
や
Ｃ
Ｒ
Ｐ
、
Ｈ

ｂ
Ａ
１
ｃ
、
肝
機
能
や
腎
機
能

等
を
測
る
院
内
検
査
設
備
を
充

実
さ
せ
て
い
る
。
今
日
の
患
者

さ
ん
は
「
お
腹
の
痛
み
が
（
お
へ

そ
周
辺
か
ら
右
下
の
腹
部
に
）

移
っ
た
」
と
典
型
的
な
虫
垂
炎

の
所
見
だ
っ
た
の
で
、
院
内
検

査
で
白
血
球
数
が
１
万
８
千
、

Ｃ
Ｒ
Ｐ
も
高
値
と
確
認
し
、
臨

床
所
見
か
ら
急
性
虫
垂
炎
と
診

断
し
抗
生
剤
を
処
方
し
た
。
即

時
に
対
応
で
き
る
検
査
設
備
は

有
用
で
あ
り
重
要
だ
が
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
費
用
も
高
い
。
発
熱

外
来
で
も
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
迅

速
検
査
で
陰
性
で
も
、
こ
う
し

た
院
内
の
検
査
を
利
用
す
る
と

様
々
な
感
染
症
が
診
断
で
き
る
。

　

物
価
高
騰
の
影
響
で
発
熱
外

来
に
係
る
消
耗
品
も
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
い
る
。
検
査
キ
ッ

ト
や
防
護
具
も
高
い
。
ワ
ク
チ

ン
代
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
某

卸
か
ら
の
１
カ
月
の
請
求
額
が

院
外
処
方
で
あ
り
な
が
ら
１
０

０
万
円
を
超
え
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
る
。
ま
た
、
内
視
鏡
関

連
の
生
検
鉗
子
や
ポ
リ
ー
プ
を

切
除
す
る
鉗
子
、
出
血
を
止
め

る
ク
リ
ッ
プ
も
万
単
位
で
高

い
。
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
品
は

安
全
だ
が
高
く
て
ペ
イ
で
き
な

い
。
医
療
従
事
者
で
あ
る
人
件

費
を
下
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
人
件
費
を
上
げ
る
た
め
に

も
、
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
は

切
実
な
願
い
だ
。

割
に
合
わ
な
い

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

日
々
の
保
険
診
療
に
加
え

て
、
ワ
ク
チ
ン
４
種
を
毎
日
接

種
し
て
い
る
が
色
々
と
問
題
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、

１
バ
イ
ア
ル
２
人
分
の
も
の
は

接
種
者
が
奇
数
の
と
き
は
廃
棄

に
な
る
。
先
日
も
、
大
雨
で
停

電
に
な
っ
た
影
響
で
冷
蔵
庫
が

止
ま
り
、
約
３０
万
円
分
の
ワ
ク

チ
ン
が
廃
棄
に
な
っ
た
。
保
管
・

使
用
・
接
種
の
方
法
も
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
、
市
へ
の
報
告
や
事

務
手
続
き
も
煩
雑
だ
。
仕
入
れ

値
と
利
益
の
差
額
も
わ
ず
か

で
、
廃
棄
リ
ス
ク
や
手
間
に
今

の
報
酬
は
見
合
っ
て
い
な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
は
、
横

浜
港
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ

ン
セ
ス
号
か
ら
始
ま
っ
た
。
横

浜
は
様
々
な
感
染
症
の
入
り
込

む
リ
ス
ク
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
患

者
の
自
己
負
担
額
も
高
く
、
予

防
に
対
す
る
意
識
が
低
い
と
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
。
市
や
県
は

も
っ
と
積
極
的
に
感
染
症
へ
対

応
す
べ
き
だ
。

こ
れ
以
上
診
療
所
を

い
じ
め
な
い
で

　

当
院
は
発
熱
患
者
と
通
常
の

患
者
の
動
線
を
入
口
か
ら
完
全

に
分
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

（
Ｃ
Ｒ
）
を
通
常
受
付
に
加
え

て
発
熱
外
来
に
も
設
置
し
て
い

る
。
区
分
け
し
て
い
る
以
上
、

３
台
は
必
須
で
、
補
助
で
は
到

底
費
用
は
合
わ
な
い
。
Ｃ
Ｒ
導

入
時
は
業
者
も
多
忙
で
、
複
数

台
導
入
す
る
こ
と
に
理
解
が
示

さ
れ
ず
設
置
意
欲
が
な
か
っ
た
。

　

設
置
後
も
ト
ラ
ブ
ル
続
き

で
、
何
回
も
業
者
を
呼
ん
だ
。

結
局
１
台
目
が
き
ち
ん
と
機
能

す
る
の
に
半
年
か
か
っ
た
。
そ

の
時
の
苦
労
は
夢
に
ま
で
出
て

く
る
ほ
ど
だ
。
目
視
確
認
モ
ー

ド
の
導
入
も
複
雑
で
、
休
診
日

に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
し

た
が
、
挙
句
の
果
て
に
は
「
手

順
書
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
」
と
案
内
さ

れ
た
。
結
局
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

に
は
半
日
も
か
か
っ
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
、
あ
ま
り

に
も
煩
雑
で
お
金
も
手
間
も
か

か
る
。
情
報
の
一
元
化
が
重
要

な
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、

拙
速
な
進
め
方
で
は
な
く
、
医

療
者
も
患
者
も
、
保
険
者
も
皆

が
笑
顔
に
な
る
よ
う
に
慎
重
に

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

◇

　

病
院
も
経
営
が
厳
し
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
る
が
、
開
業
医

が
第
一
線
医
療
を
担
っ
て
い

る
。
も
っ
と
予
防
と
早
期
発
見

に
力
を
入
れ
、
評
価
す
べ
き
だ
。

苦
し
い
中
で
も
地
域
医
療
を
一

生
懸
命
に
支
え
て
い
る
診
療
所

を
い
じ
め
な
い
で
ほ
し
い
。

（
取
材

：

事
務
局
・
岡
山
）

シンプルな保障で割安な保険料を実現シンプルな保障で割安な保険料を実現 いざというときのために医院の積立制度いざというときのために医院の積立制度

共済制度でいざというときの備えを共済制度でいざというときの備えを

【随時お申込受付中】
2月28日申込締切

【2026年5月1日加入】

　先生に万一のことがあった時、遺されたご家族には重い負担がのしかかります。保障額は最

低100万円から最高6,000万円で設定可能*1。

　保険医協会のグループ生命保険は、保障内容を死亡または高度障害状態に絞ることで月々の

保険料を抑えています。会員の先生ご本人にご加入いただければ、配偶者様やお子様も加入可

能です。さらに、引受保険会社の決算状況によっては年間保険料の一部を配当金としてお返し

します。2024年度は年間保険料の約37.6％（約4.5カ月分）を配当金としてお支払いしました*2。

　年利1.126%（～2026年4月30日まで）、医療機関の積立制度。院長（法人）が掛金を負担し、院長（法人）

が受け取るため、退職金以外にも使い道は自由です。この度、制度の見直しを行い、2026年5月1日から

予定利率が1.171%に上昇します。また、元本割れ期間が約4年1ヶ月まで短縮される見込みです*1。

さらに、引受保険会社の運用成績によっては配当金の上乗せがあります。2024年度は予定利率

1.126%に加えて、0.16%の配当があり、最終実績は1.286%となりました*2。

　お申込期間は年2回のみ。ぜひこの機会にお申し込みください。

グループ生命保険 従業員退職年金

*1：年齢により保障金額の限度額が異なります。詳細はパンフレットをご覧ください。
*2：配当金は引受保険会社の前年度決算等により決定するため、配当金額は確定しておりません。

*1：掛金から事務手数料が控除されるため、短期間での解約した場合は受取金額が払込掛金額を下回ります(元本割れ)。
*2：配当金は引受保険会社の運用実績により決定するため、お支払いを約束するものではありません。

各共済制度の詳細はパンフレットをご確認ください。
資料請求・お申込希望の方は共済部(TEL:045-313-2111)までお電話
ください。右の二次元コードからメールでのお問合せも可能です。

湘南支部は、11月18日に藤沢商工会議所で支部研究

会を開催。「医院第三者承継トラブルと失敗事例セミ

ナー（12種類のM&Aアドバイザーの選び方・頼み方事

例つき）」と題し、行政書士法人プロシアス総合法務

事務所・代表行政書士の柏崎幸一氏が講師を務めた。

現地開催限定で、参加者は12名だった。

　氏は、マッチングは2～3割しか成功せず、仲介会社

に依頼しても放置されてしまう現状が多いと説明。各会社の強みと自

院の特徴を理解し、自院がどの会社に依頼するのが適するか慎重に検

討すべきとした。

　また氏は「マッチングしないことが一番の不幸」とし、依頼に際し

まずは客観的に内部診断を行い、トラブルの火種や診療方針、患者層、

スタッフなど「目に見えない価値」を言語化し、売却額の最大化を目

指すことが重要と説明。マッチングは数勝負でもあるため、複数の会

社の併用が最も効果的と締め括った。

横浜社保協が加盟する横浜市民団体連

絡会（市団連）は12月23日、2026年度横

浜市予算要求で▽資格確認書の全被保険

者への発行、▽診療報酬の大幅引き上げ

—等を求めて、市健康福祉局と横浜市役

所で懇談。協会からは事務局1名が参加した。

　資格確認書の全員発行について、市は「資格確認書の交付対象は厚

労省の通知にある通り、マイナ保険証をお持ちの場合は、認証機での

顔認証、自身でパスワードの入力が困難な場合等に限られている。後

期高齢者医療制度においては、国の方針により、令和8年7月まではマ

イナ保険証取得の有無にかかわらず、全員へ資格確認書を交付するこ

ととなっている。引き続き市としても、マイナ保険証に対する国民の

不安払拭に向け、丁寧な広報を行うとともに、国の動きを注視しつつ、

マイナ保険証を用いて被保険者が安心して保険診療を受けることがで

きるよう対応していく」と回答した。なお、今回は医療局が欠席とい

うこともあり、診療報酬改定等

についての回答は見送られた。

湘南支部研究会湘南支部研究会

目に見えない価値で目に見えない価値で
診療所の強みをアピール診療所の強みをアピール

横浜市健康福祉局との懇談横浜市健康福祉局との懇談

すべての被保険者に資格確認書発行をすべての被保険者に資格確認書発行を

講師の柏崎氏

懇談の様子

活動報告活動報告quick reports
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神奈川県保険医協会

政策部長　磯崎　哲男（談話）

◆骨太方針2025とインフレ局面対応に応えた2段階改定

　首相裁定と財務省の手練　実質プラスは評価

　2026年度診療報酬改定の改定率は本体3.09％、薬価等▲0.87％、全体

2.22％と実質プラス改定へ転じ近年にない本体のプラス幅となった。首

相裁定で厚労省が推す改定率に軍配が上がったが、「骨太方針2025」の

二律背反の内容を満たし、日本医師会が提案のインフレ下での改定方法

へも応えた内容は、厚労省の尽力の下に財務省の手堅い手練が垣間見え

るものとなっている。自民党医系議員らをはじめ、医療界や関係者の労

を多としたい。ただ、各方面からの指摘のように、不十分性、不足感は

否めない。

　本体3.09％は、26年度2.41％、27年度3.77％の2段階改定での実施によ

る平均値という「新たな発想」で、27年度は経済・物価動向の対応した

加減算調整を経営状況調査の上で行うとしている。

　これから点数配分となるが、改定率には幾重もの枷や要件が課せられ

ている。われわれは素直に経営安定と職員の賃上げのため初再診料の充

実と、今後の改定での継続的で大幅な底上げを強く求める。

◆使途限定で細分化した改定率　内科系診療所へ適正化▲0.15％は打撃

　本体改定率3.09％の使途内訳は複雑・多岐に細分化された。①賃上げ

分1.70％（26年度1.23％、27年度2.18％）、②物価対応分0.76％（26年

度0.55％、27年度0.97％）、③食費・光熱水費0.09％、④経営悪化緊急対

応分0.44％、⑤適正化分▲0.15％、⑥通常改定分（政策改定分）0.25％

と、された。

　「骨太方針2025」に盛り込まれた「公定価格の引上げ」、「経営の安定」、

「コストカット型からの転換」、「幅広い職種の確実な賃上げ」、「経済・物

価動向への対応」を満たし、「歳出改革努力の継続」、「保険料負担の抑制」

へも応えた格好である。しかも日医のインフレ下の現実的な改定対応案

を取り入れている。

　ただ、適正化分▲0.15％は、処方・調剤の点数引き下げ、長期処方・

リフィル処方の取組み強化とされ、主に内科系診療所への悪影響が懸念

される。「リフィル処方箋の原則化を視野」と大臣折衝事項で記されてお

り、今後の点数改定での度合いにもよるが全てが圧し掛かると、単純計

算で前回改定の▲0.25％との合計で▲0.40％となる。内科診療所の占め

る医療費は全体の10％でしかなく、これは実質▲4.0％に匹敵し打撃が大

きい。▲0.4％は約2,000億円強、診療所医療費は約10兆円、内科は約5兆

円である。

　改定率は国費分が示されており、逆算すると改定率1％＝国費約1,300

億円、医療費換算で約5,200億円となる。実は26年度の本体と薬価等の相

殺での全体分国費1,285億円は改定率1％相当である。27年度は薬価の毎

年改定分が乗るので、国費分は更に削られる。財務省の深謀遠慮が見て

取れる。

◆経営裁量権への侵害と医療機関の事務の煩瑣化を重ねる愚　

　企図は水泡に帰す

　使途がここまで細分化された改定率も、2段階改定も初めてだが、更に書

き込みや施設類型ごとの改定率まで明示され、がんじがらめになっている。

　賃上げ分1.70％は3.2％のベースアップ実現を「支援するための措置」

を講じ、施設類型ごとの職員規模や構成に応じた配分にするとしている。

しかも、事務職と看護補助者は人材獲得競争に直面していることを踏ま

え5.7％のベースアップ実現としている。

　そのため、賃上げ分1.70％のうち0.28％は、事務職や看護補助者などの、

ベースアップ評価料の対象職種とならない職種についての対応分として、

初・再診料や入院基本料で、賃上げ拡充時の「特例的な対応」として措

置がされる。ただし、賃上げの「実効性確保」のための新たな「仕組み」

をベースアップ評価料と同様に構築するとしている。迅速、詳細な実績

把握が目的となっている。

　「医療機関等における賃上げ余力の回復・確保を図る」とされているが、

現状は初再診料の点数引上げを長年、棚上げにしてきた惨禍である。遅

きに失した感があるが、更なる経営裁量権の侵害、医療機関への煩瑣な

計画書・実績報告書の作成・提出義務化では、その企図は水泡に帰す。

事務職員や看護補助者の確保は医療機関機能を維持する上で既に死活問

題であり、医療機関へ信頼を置き任すべきである。

◆物価版のベースアップ評価料の噂　規模の底上げは必要

　物価対応0.76％も、そのうち0.62％が「26年度以降の物価上昇分への

対応」となっている。しかも、診療報酬に「特別な項目」を設定すると

した。配分も既に病院0.49％、診療所0.10％、歯科診療所0.02％、保険薬

局0.01％と枠決めがされている。この「特別な項目」は、物価版のベー

スアップ評価料との噂もあり注視が必要だが、規模として1施設あたり、

病院は月265万円、診療所は月4万円、歯科診療所は月1.3万円でしかない。

規模の底上げは必要である。

　0.76％の残り0.14％は高度機能医療を担う病院を対象とした、物価対

応本格導入時の「特例的な対応」として措置され、使途は限定されている。

　過去の物価上昇へは、骨太方針で社会保障関係費が高齢化の増加分し

か認められず措置されていない。それを踏まえれば、この物価対応分の

水準では、医療機関経営の危機の脱却は非常に心許無い。

◆緊急対応分も雀の涙　補正予算の効果は雲散霧消化

　政策改定分は0.25％

　24年度診療報酬改定以降の経営環境の悪化を踏まえた緊急対応分0.44

％は、病院0.40％、診療所0.02％、歯科診療所0.01％とメリハリがつけられ

ている。しかし、診療所は1施設で年間9.9万円に過ぎず、歯科は7.8万円に

過ぎない。「令和7年度補正予算の効果を減じることのないよう」にと書き

（ ）4

診療報酬のプラス改定を評価し経営権侵害に抗す

初再診料の充実と
今後の底上げを求める
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込まれているが、補正予算で診療所、歯科診療所とも1施設で6カ月分32万

円が手当されており85％減と殆ど減殺され、不整合が生じている。

　これら紐付きではない、通常改定分、政策改定分は0.25％で各科の改

定率は医科0.28％、歯科0.31％、調剤0.08％とされた。これは、技術料が

「医科：歯科：調剤＝1：1.1：0.3」である従来比率を踏襲したものである。

2040年頃を見据えた医療機関の機能の分化・連携と地域における医療の

確保、地域包括ケアシステムの推進、かかりつけ医機能評価、アウトカ

ム評価や医療DXなどの安心・安全で質の高い医療の推進が基本方針にあ

げられている。「面」として地域医療を担う全ての医療機関に資する内容

になることを期待したい。強引な医療DX推進で、医療機関の閉院を促進

する愚は犯すべきではない。

◆医師偏在是正での診療報酬上の「減算措置」が発動

　今次改定では、医療法改定に基づき、「外来医師過多区域」での診療所

の新規開業者が都道府県知事の要請に従わない場合、診療報酬上減算措

置がとられる。地域で不足している医療機能（夜間や休日等における地

域の初期救急医療、在宅医療、公衆衛生等）の提供や医師不足地域での

医療の提供（土日の代替医師としての従事等）が、要請内容となる。

　「外来医師過多区域」は、外来医師偏在指標が一定数値（例えば標準偏

差の数倍）を超える地域とされ今後の設定如何だが、二次医療圏でみて

上位1/3は東京都や神奈川の都市圏に限定されず、山梨、長野、和歌山、

鳥取、島根、徳島、愛媛、熊本、大分など、地方にも広く存在する。偏

在指標は人口対比であり、診療専門科目の別は考慮に入っておらず、厚

労省資料が脚注でいうように「あくまでも相対的な偏在状況」でしかない。

医師の開業動機の上位は今も昔も「自らの理想の医療を追求」、「地域医

療への貢献」であり、それは専門性の発揮を基盤としている。開業当初

は借入金も多く、経営もすぐには軌道に乗らない。減算措置の実効性に

疑問符がつくが、開業撤退の危険、医療資源の損失懸念がつきない。知

事要請に従わない場合に、「兵糧攻め」の減算措置が発動というパンドラ

の箱が開く意味は重い。

◆経済変動対応の精緻化は、経営のガラス張り化とセット

　改定では経済・物価対応を組み込み、当初見通しから変動し経営状況

に支障が生じた場合に27年度改定時に加減算調整を図るとした。そのた

め26年度の医療機関の経営状況の調査を行うとしている。更には経営情

報の「見える化」のため医療法人経営情報データべース（MCDB）や医

療経済実態調査の精緻化を図るとし、職種別の給与・人数の報告義務化

や個人立などの医療機関のデータ公表等も検討の俎上となる。いわば、

医療機関経営の「ガラス張り」化が企図されている。

　今次改定は既にみたように、医療機関の経営権、経営裁量への侵害を

増強する方向性が示されている。日本の皆保険制度は、民間が主体の医

療施設が担っており、開設も経営も運営も、経営方針や診療計画も医療

機関が責任を負っている。診療所の4割に算定が止まるベースアップ評価

料などの経営権侵害は撤廃すべきである。実質プラス改定の福音を画餅

に堕さない、点数設定と更なる底上げを強く求める。

2026年1月13日
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〈参考〉

◆診療報酬改定　改定率の内容

＊1：3.2％ベースアップ実現を支援／＊2：5.7％ベースアップ実現を支援。ベースアップ評価料と同様の仕組みを構築／＊3：低所得者対応／

＊4：処方・調剤の適正化、在宅医療・訪問看護評価の適正化、長期処方・リフィル処方の強化

※改定率1％＝国費約1,300億円（医療費約5,200億円）：診療報酬（本体）26年度分（9カ月分計上）と薬価（11カ月分計上）より推計
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神奈川県保険医協会

政策部長　磯崎　哲男（談話）

◆診療所の4割は赤字　診療所から病院への財源移転は人道に悖（もと）る

　いま診療所は初診患者の8割、外来患者の7割を診ている。疾病の早期

発見や治療、重症化予防をはじめ第一線医療を担っている。かかりつけ

医機能を果たし、中小病院、大病院、基幹病院、大学病院などと連携し、

「面」として地域医療を担っている。一次、二次、高次（三次）と、機能

分担・役割分担の下、重層構造で地域医療は支えられている。診療所の

医療費は9.6兆円で総医療費48.0兆円の約2割程度、病院は25.9兆円で全体

の6割弱である（2024年度「医療費の動向」）。

　中医協・医療経済実態調査の結果等で、病院の赤字7割と同様に診療

所も4割は赤字で深刻である。医療機関は価格決定権がない公定価格の

診療報酬で運営される。赤字・黒字を問わず、物価・賃金等の上昇分の

公定価格への的確な反映は最低限の道理である。しかし、診療所の医療

費財源を病院に移転する主張が幅を利かせている。これでは、早晩、診

療所は更に潰れ、第一線医療は衰退する。われわれは、「外来医療費の適

正化」に反対するとともに、改めて診療報酬の大幅プラス改定を求める。

◆「メリハリ」では医療機関の窮状は救済されない

　財政制度等審議会の「秋の建議」は、「病院を重点的に支援するため、

診療所の報酬の適正化が必要」とし、診療所の医療費を下げ病院へ移転

する「メリハリ」が強調された。12月5日の経済財政諮問会議でも片山

財務相が、「外来医療費の適正化」に取り組むと表明。これと軌を一にし、

同日の中医協総会では突如、処方箋料の引き下げ提案がされ紛糾した。

10日の中医協総会でも健保連等の支払い側は「メリハリ」を言い募った。

12日に中医協がとりまとめた意見書には、大幅なプラス改定を求める診

療側の見解とともに、適正化、「メリハリ」の利いた改定を求める支払い

側の見解との双方を盛り込んだ。

これでは早晩、診療所はドミノ倒しのように潰れていく。当然、重層

構造の地域医療は均衡を崩し、崩落する。最大の被害者は患者となる。

財務官僚のマインドはリセットされていない。

　赤字病院7割の病院団体は改定率10％を要求している。病院医療費25.9

兆円なので2.6兆円。これを赤字4割の診療所から財源移転すれば診療所

医療費は9.6兆円が7.0兆円、▲27％となり、1/4強の医療費が吹き飛ぶ。

診療所は潰れる。誰が考えてもわかる話である。

　2040年の医療需要推計で政府は外来患者減少と見込むが、足下は小児

科・外科以外は減少していない。

◆経営悪化の主因は診療報酬マイナス改定の連続

　高齢化相当に限定し更に深堀りで当然の帰結

　「秋の建議」は、「経済・物価動向等への対応については、診療報酬改

定において、経営の改善や従事者の処遇改善につながる的確な対応が図

られるべきであり、単に物価・賃金の上昇に対応する全体改定率を求め

るなどということがあってはならない」とした。しかも、赤字経営の診

療所（医療法人）の割合は、従来26.3％～48.7％で推移し、急増はして

いないと説き何ら問題にしていない。

　しかし、公定価格の報酬で、患者を診療して「赤字」となることそれ

自体が問題である。財源規模や点数項目の内容、価格水準が適切ではな

いために生じている「構造的問題」である。

　1998年度以降、診療報酬は殆どマイナス改定であり、累積で約▲16％

となる。2016年度から社会保障関係費（国庫）は、高齢化増加分相当し

か認められず、医療の高度化分は切り捨てられている。その上で、診療

報酬のマイナス改定で更に深堀りをし、下方修正が加えられてきた。

　この医療費抑制とマイナス改定のもと、原資がないのに、どうやって、経

営改善や従事者の処遇改善が図れるのだろうか。無理であり、経営悪化は

当然の帰結でしかない。開業医の1/4は過労死ライン超で働いている*1。病

院・診療所を問わず、過去分の回復、一律的な底上げは必須である。高

市首相の所信表明で「赤字に苦しむ医療機関や介護施設への対応は待っ

たなし」は至言である。

◆ 赤字診療所（医療法人）は24年度10ポイント増、

　最頻階級は損益率▲14.0％が実態

　数字的にはコロナ禍で2020年は診療所（医療法人）の赤字は48.7％と

なり、補助金投入で23年度は27.3％となったが、24年度は37.4％と10ポ

イントも跳ね上がっている。悪化が酷い。

　秋の建議は、診療所の平均利益率は、2024年度は6.4％で「依然として

高水準を維持」としている。過日公表の中医協医療経済実態調査では、

診療所（医療法人）の24年度損益率は5.4％だが、これは平均値でしかな

い。内実は最頻階級の損益差額は▲2,248万円、損益率▲14.0％である。

看過など出来ない。

　ちなみに診療所（医療法人）の24年度データは、事業年度が24年4月

から25年3月までに終了したものである。24年4月の終了も24年度となる。

行政年度の24年度分は、終了月の調査結果を加重平均すると半年分程度

の反映でしかない。足下の数字はもっと悪い。

　厚労省の「医療費の動向」で24年度の1診療所あたり医療費は、▲1.6

％（▲176万円）であり、診療科目別では、内科▲2.6％（▲293万円）、

小児科▲18.3％（▲1,761万円）、外科▲1.6％（▲172万円）が酷い。

　受診延べ日数（≒患者数）は、出生数減で小児科は▲5.1％だが、内科

は+0.0％で減少はしていない。

　明らかに、前回24年度の診療報酬改定で、内科診療所を標的とし、改

定率▲0.25％とし生活習慣病管理料等の適正化をしたことが主因であ

る。診療所の医療費は全体の約2割を占め、半分が内科である。全体改定

率▲0.25％は、医療費全体の1割を占める内科診療所にとっては10倍の▲

2.5％で符号する。

　財務省は再診料の外来管理加算等の廃止等で▲0.5％を企図している。

内科診療所への大打撃となる。

◆賃上げ3％の緊急措置の内容は首相の所信表明と相反していないのか疑問

　再計算で再措置を

　高市内閣は、11月21日に総合経済対策を閣議決定し、「医療・介護等

（ ）4

診療所潰しで地域医療は崩壊する

外来医療費適正化に反対し、

診療報酬の大幅引上げを改めて求める
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支援パッケージ」による緊急措置で、医療機関の賃上げ「プラス3％、

半年分」を措置するとした。この補正予算措置は「診療報酬の底上げ」

となる。これを無にしないため、診療報酬改定は「プラス3％以上」が

必須となる。

　首相の10月24日の所信表明は重い。「国民の皆様のいのちを守り、安

心して必要なサービスを受けていただくためにも、赤字に苦しむ医療機

関や介護施設への対応は待ったなしです。診療報酬・介護報酬については、

賃上げ・物価高を適切に反映させていきますが、報酬改定の時期を待たず、

経営の改善及び従業者の処遇改善につながる補助金を措置して、効果を

前倒しします」、これが原点である。

　しかし、支援パッケージの内容水準は疑問符がつく。無床の1診療所あ

たり、賃金分15万円、物価分17万円の計32万円である。賃上げは「プラ

ス3％、半年分」なので、逆算すると1診療所の給与費は1千万円想定と

なる。しかし、中医協医療経済実態調査だと、給与費の平均値は個人立

2,571万円、医療法人立8,824万円、最頻損益差額階級でも、個人立1,948

万円であり、今回の措置は半分にも満たない。個人立診療所の従業員は

平均で月5.7人である。しかも、診療所の4割しか算定していないベース

アップ評価料の算定を要件化するとの報道もあり、これでは、首相の所

信表明は羊頭狗肉となる。

　財務省、厚労省は再計算し所信表明を具現化する水準へ必要な措置を

とるべきだと考える。

◆構造的な過重労働、人材確保難の解決へ大幅プラス改定での底上げは必須

　平均給与478万円*2や賃上げ率4.1％*3に医療職種の殆どは届いていな

い。医療などの「エッセンシャルワーカー」は、「構造的に過重労働と低

賃金に追い込まれて」いる*4。人手不足、過重勤務、賃上げ困難、離職、

人材会社への高い紹介料での人材確保、更に経営難、賃上げ困難の「悪

循環」で、人材会社のみが潤っている。厚労省の社保審・医療部会でも

問題とされている。福岡前厚労相も「十分認識している」と夏に記者会

見で答えている。この構造問題の解決策は一律的な大幅プラス改定の「底

上げ」である。

　厚労省は昨年、医療部会に、診療所医師が80歳で引退し承継がなく、

当該二次医療圏で新規開業がないと仮定した場合の2040年に診療所医師

数が「半減」する医療圏の見込みを示した。全国の6割強が半減する。

東京、横浜、札幌、京都、大阪、神戸、仙台などの大都市部と近郊以外

は地域を問わない。2040年に80歳、つまり現在は65歳以上の医師が診療

所の半分を占めているということである。

　この状況下、4割が赤字の診療所の標的化を図れば、閉院・廃業を促進

し、診療所開業も先行き不安から慎重となり魅力の喪失で、加速度的に

診療所は消え去る。「保険あって医療なし」に直面する。

　医療の再生産と医療体制の盤石化、平時の安全保障確立へ病診問わず

診療報酬大幅引上げを求める。 2025年12月16日

*1：神奈川県保険医協会「『開業医の働き方』調査の結果について」（2019.1.18 発表）

*2：国税庁「令和6年分民間給与実態統計調査」

*3：厚労省「令和7年 賃金引上げ等の実態に関する調査」

*4： 朝日新聞2025年12月7日「『パートは低待遇』当たり前ではない 人手不足の現場 

慣習変え 悪循環断たないと 日独の経済史研究 田中洋子さんに聞く」

82026 年 1 月 25 日 第 2309 号5（ ）

〈参考〉

＊1）上記の半減率、減少率は、診療所医師が80歳で引退し承継がなく、当該二次医療圏で新規開業がないと仮定した場合

＊2） 2024年11月28日社会保障審議会医療部会　「資料4：医師偏在是正対策について」14頁～21頁より作成

　　  https://www.mhlw.go.jp/content/10801000/001366398.pdf

◆2040年に診療所医師数が半減する2次医療圏の数・割合（＊一定の仮定の下）

◆診療報酬の改定率の推移　98年マイナス改定以降 ＊消費税対応分は除外

◆赤字診療所（医療法人）の割合の推移

中医協・医療経済実態調査より作成

〈例：東北地方>＊50％以上減少する医療圏を網掛け　上記URLに全医療圏の状況が表示

網掛け

2

薬価

本体

合計

累計

▲41.5％
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1月28日　
～2月7日
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日
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）
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。

１
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日
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）
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時
。
接
遇
マ
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。
鎌
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。
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。
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日
（
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）

拡
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政
部
会
１９
時
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。

２
月
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日
（
火
）

公
害
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境
対
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会
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時
。

２
月
４
日
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水
）
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域
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療
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策
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時
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分
。
歯
科
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究
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会
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分
。

２
月
５
日
（
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）

確
定
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告
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講
習
会
１４

時
。
歯
科
臨
床
研
究
会
１９
時
。

組
織
部
会
１９
時
。

２
月
６
日
（
金
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
保
険

診
療
対
策
部
会
２０
時
。

２
月
７
日
（
土
）

臨
床
懇
話
会
１８
時
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）を
算
定
し
た
日
に
再
度
、

来
院
が
あ
り
診
察
し
ま
し
た

（
同
日
再
診
）
。
同
日
２
回
目
の

診
察
時
に
外
来
管
理
加
算
は
算

定
で
き
ま
す
か
？

（
Ａ
）
で
き
ま
せ
ん
。
生
活
習
慣

病
管
理
料
（
Ⅰ
）
（
Ⅱ
）
を
算

定
し
た
月
に
お
い
て
、
当
該
算

定
日
と
は
別
日
で
あ
れ
ば
外
来

管
理
加
算
を
算
定
で
き
ま
す
。

今
回
は
同
日
の
た
め
算
定
で
き

ま
せ
ん
。

（
Ｑ
）
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）

の
算
定
月
に
お
い
て
、
当
該
算

定
日
と
は
別
日
な
ら
検
査
の
点

数
を
算
定
で
き
ま
す
か
？

（
Ａ
）
で
き
ま
せ
ん
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
義
歯
を
新
製
・
装
着
し
て

新
製
有
床
義
歯
管
理
料
（
以
下

「
義
管
」）
を
算
定
し
た
後
、
同

一
初
診
内
で
６
月
以
内
に
別
の

部
位
の
義
歯
を
新
製
・
装
着
し

た
場
合
、
義
管
を
再
度
算
定
で

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○医
浅
谷
　
雅
文
氏

（
相
模
原
市
南
区
）

１０
月
２７
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
６１
歳
。

○医
山
口
　
眞
理
子
氏（

南
足
柄
市
）

１１
月
２１
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
７５
歳
。

○歯
植
村
　
健
氏

（
足
柄
上
郡
中
井
町
）

１２
月
４
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
４８
歳
。

き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
義
歯
の
新
製
・
装
着
日
が

属
す
る
月
か
ら
起
算
し
て
６
月

以
内
に
別
の
部
位
に
義
歯
を
新

製
・
装
着
し
た
場
合
は
義
管
が

算
定
で
き
ず
、
歯
科
口
腔
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
１
「
１　

有
床
義
歯
の
場
合
」
を
算
定
し

ま
す
。

訃　

報

し
病
理
組
織
標
本
作
製
８
６
０

点
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
「
検

体
採
取
料
が
な
い
」
と
返
戻
さ

れ
た
。

（
Ａ
）
手
術
も
し
く
は
検
体
採

取
を
行
っ
た
形
跡
が
レ
セ
プ
ト

上
か
ら
読
み
取
れ
な
か
っ
た
た

め
。
い
ず
れ
か
の
該
当
点
数
を

算
定
し
、
再
請
求
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

早
期
、
第
１
期
又
は
第
２
期
で

は
な
い
糖
尿
病
性
腎
症
に
は
算

定
で
き
な
い
。

（
Ｑ
）
褥
瘡
の
患
者
に
Ｋ
０
０

２
デ
ブ
リ
ー
ド
マ
ン
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
Ｃ
項
※

査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
同
点
数
は
、
Ｋ
０
１
３

分
層
植
皮
術
か
ら
Ｋ
０
１
９
複

合
組
織
移
植
術
及
び
Ｋ
０
２
０

自
家
遊
離
複
合
組
織
移
植
術

（
顕
微
鏡
下
血
管
柄
付
き
の
も

の
）
、
Ｋ
０
２
１-

２
粘
膜
弁
手

術
ま
で
の
手
術
を
前
提
に
行
う

場
合
に
の
み
算
定
す
る
。
今
回

は
そ
の
前
提
が
な
か
っ
た
た
め
。

（
Ｑ
）
肛
門
ポ
リ
ー
プ
を
切
除

糖
尿
病
性
腎
症
な
の
に

ア
ル
ブ
ミ
ン
定
量
（
尿
）
が
査
定
？

医
科
・
今
月
の
査
定
、
返
戻
相
談
事
例

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の

医
療
機
関
よ
り
、
県
支
払
基
金

や
県
国
保
連
合
会
か
ら
の
査
定

（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
以
下
が
今
月

の
主
な
相
談
事
例
で
あ
り
、
次

月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
時
に
は
ご

確
認
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、

納
得
で
き
な
い
査
定
内
容
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
再
審
査
請
求

を
お
願
い
し
た
い
。

◇

（
Ｑ
）
急
性
鼻
炎
の
患
者
に
耳

鼻
咽
喉
科
小
児
抗
菌
薬
適
正
使

用
支
援
加
算
８０
点
を
算
定
し
た

と
こ
ろ
、
Ｃ
項
※

査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
同
点
数
は
急
性
気
道
感

染
症
、
急
性
中
耳
炎
又
は
急
性

副
鼻
腔
炎
に
よ
り
受
診
し
た
基

礎
疾
患
の
な
い
６
歳
未
満
の
患

者
に
算
定
で
き
、
急
性
鼻
炎
は

対
象
疾
病
で
は
な
い
た
め
。

（
Ｑ
）
糖
尿
病
性
腎
症
の
患
者

に
ア
ル
ブ
ミ
ン
定
量
（
尿
）９９
点

を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
Ｄ
項
※

査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
同
検
査
は
、
糖
尿
病
又

は
糖
尿
病
性
早
期
腎
症
患
者
で

あ
っ
て
微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
を

疑
う
も
の
（
糖
尿
病
性
腎
症
第

１
期
又
は
第
２
期
の
も
の
に
限

る
）
に
対
し
て
算
定
で
き
る
。

過
酷
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も

走
っ
て
み
れ
ば

今
回
の
棄
権
に

つ
き
ま
し
て

厚
木
市
　
木
村　

聡

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会

断
を
行
っ
た
。
当
日
は
会
員
４

名
・
従
業
員
１
名
と
事
務
局
が

参
加
し
た
。
参
加
し
た
木
村
会

長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
と
１
区
を

走
っ
た
勝
亦
事
務
局
主
幹
の
参

加
記
を
掲
載
す
る
。

ら
近
年
稀
に
見
る
賛
同
の
声
が

寄
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
走
ろ

う
と
準
備
し
て
い
る
伊
藤
先

生
、
久
保
倉
先
生
に
、
次
走
者

が
い
な
い
こ
と
を
伝
え
に
行
く

と
、
「
じ
ゃ
あ
、
せ
っ
か
く
だ

か
ら
代
わ
り
に
走
れ
ば
」
と
の

「
あ
り
が
た
い
」
お
言
葉
を
い

た
だ
い
た
。

　

急
遽
準
備
し
て
ス
タ
ー
ト
。

み
ん
な
ヌ
カ
ル
ミ
を
避
け
、
コ

ー
ス
の
端
を
列
に
な
っ
て
走
っ

て
い
く
。
一
歩
は
み
出
す
と
水

た
ま
り
に
足
を
突
っ
込
ん
で
、

靴
も
背
中
も
泥
だ
ら
け
。
思
う

よ
う
に
前
の
人
が
抜
け
ず
ス
ト

１２
月
１４
日
川
崎
国
際
駅
伝
。

朝
９
時
に
二
子
新
地
駅
か
ら
吹

き
曝
し
の
多
摩
川
へ
。
気
温
４

度
、
そ
し
て
雨
。
通
気
性
の
い

い
靴
が
さ
ら
に
水
を
吸
っ
て
、

つ
ま
先
が
ビ
リ
ビ
リ
痛
い
。
こ

ん
な
日
に
走
る
な
ん
て
〝
も
の

好
き
〟
も
い
る
も
ん
だ
な
と
思

う
。

　

ボ
ク
自
身
、
マ
ラ
ソ
ン
が
趣

味
で
普
段
か
ら
走
っ
て
は
い
る

け
れ
ど
、
さ
す
が
に
こ
ん
な
日

に
走
る
の
は
頭
が
ど
う
か
し
て

い
る
。
口
を
つ
い
て
出
て
し
ま

っ
た
「
棄
権
（
Ｄ
Ｎ
Ｆ
）
し
ま

し
ょ
う
か
」
に
は
、
先
生
方
か

　

令
和
７
年
１２
月
１４
日
、
我
々

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
は
川
崎
国

際
駅
伝
に
出
場
す
る
た
め
に
多

摩
川
河
川
敷
に
集
合
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
雨
、
気
温
も

レ
ス
が
た
ま
る
。
た
だ
川
崎
国

際
駅
伝
は
近
年
、
参
加
チ
ー
ム

の
レ
ベ
ル
が
高
い
。
周
り
に
合

わ
せ
て
走
っ
て
も
、
自
分
に
と

っ
て
な
か
な
か
き
つ
い
ペ
ー

ス
。
伊
藤
先
生
も
２
分
差
。
み

ん
な
速
い
。
た
だ
、
今
日
は
棄

権
が
決
ま
っ
て
い
る
レ
ー
ス

で
、
〝
タ
ス
キ
を
繋
が
な
け
れ

ば
い
け
な
い
〟
と
い
う
重
さ
が

な
い
。
い
つ
も
よ
り
気
楽
に
走

り
、
「
そ
こ
そ
こ
頑
張
っ
た
な
」

と
い
う
充
実
感
が
、
さ
さ
く
れ

だ
っ
た
気
持
ち
を
一
変
さ
せ
る
。

　

チ
ー
ム
と
し
て
は
こ
こ
で
棄

権
し
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

温
泉
施
設
へ
。温
か
い
お
風
呂
、

お
い
し
い
ご
は
ん
。
先
生
方
の

お
話
を
聞
い
て
協
会
業
務
の
参

考
に
も
な
る
。
や
っ
ぱ
り
文
化

行
事
っ
て
良
い
面
が
多
い
気
が

す
る
。
い
ろ
ん
な
先
生
方
と
走

れ
た
ら
い
い
な
あ
。

（
事
務
局

：

勝
亦
）

天候不良により
無念のリタイア

１２
月
１４
日
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
同

好
会
は
川
崎
国
際
駅
伝
に
参
加

し
た
。
た
だ
、
当
日
は
悪
天
候

で
気
温
が
低
く
、
参
加
を
取
り

止
め
る
チ
ー
ム
も
相
次
い
だ
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
は
１
区

の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
っ
た
時
点

で
、
他
の
ラ
ン
ナ
ー
の
体
調
を

考
慮
し
木
村
会
長
が
棄
権
の
判

川崎国際駅伝

参加記

会長から

低
く
、
風
も
あ
り
、
悪
天
候
そ

の
も
の
で
す
。
我
々
は
第
１
区

間
の
み
出
場
し
、
そ
れ
以
降
の

区
間
を
Ｄ
Ｎ
Ｆ
（
棄
権
）
す
る

と
い
う
こ
と
を
皆
の
話
し
合
い

左から4番目:木村会長、左から3番目:事務局勝亦

の
も
と
で
決
め
ま
し
た
。
こ
の

寒
さ
の
中
、
無
理
を
押
し
て
出

て
体
を
壊
し
た
ら
元
も
子
も
あ

り
ま
せ
ん
（
私
と
し
て
は
膝
痛

悪
化
覚
悟
の
上
で
の
参
加
で
し

た
の
で
、
Ｄ
Ｎ
Ｆ
で
九
死
に
一

生
を
得
た
感
が
あ
り
ま
し
た
）
。

申
し
訳
な
さ
も
あ
り
ま
し
た

　横須賀支部は11月18日、支部研究会を横須賀市産

業交流プラザ第1研修室・WEB併用で開催した。講師

に大川原化工機事件の弁護人を務めた高田剛弁護士

（和田倉門法律事務所）を迎え、前代未聞の冤罪事件

について、一連の内情を講演。当日は現地・WEB併せ

て43名が参加した。

　この事件では横浜市内に本社を構える大川原化工

機（株）が、警視庁公安部から自社製品の不正輸出の濡れ衣を着せられ、

社長を含む幹部3名が逮捕された。保釈がされないまま拘束期間は330日

に及び、うち1名は拘留中に進行胃癌が発覚したが、保釈されないまま亡

くなった。高田氏は今回の事件のポイントとして、①経産省による法令

の解釈運用の不備、②事件に飢えた公安警察の暴走、③公安部の暴走を

止められなかった検事、④無実を訴える人の保釈を認めない裁判所（人

質司法）ーの4つの問題点を挙げ、時系列に沿って一連の流れを解説した。

氏は、無実を主張するほど拘留期間が延びる「人質司法」は決して人ご

とではないと警鐘を鳴らし、万が一同様のケースに遭遇した場合は、早

い段階から弁護士とタッグを組んで対処することが重要だと述べた。

活動報告活動報告quick reports

横須賀支部研究会　大川原化工機冤罪事件の内幕横須賀支部研究会　大川原化工機冤罪事件の内幕

人ごとではない人質司法人ごとではない人質司法

講師の高田氏

医療ソーシャルワーカーが相談に応じます
治療費や保険証のことでお困りの患者さんが
おられましたら、 お気軽にご連絡ください。
※通話料がかかります。

事前予約も承ります。 地域医療対策部へ
ご連絡ください（℡ 045-313-2111）

医療費相談室のご案内
         ℡  045-313-2225
次回の相談日

2 月18日 （水）午後 2 時～ 5 時

相
談
無
料

が
、
当
に
苦
渋
の
決
断
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム

と
し
て
の
棄
権
は
こ
こ
２５
年

来
、
初
め
て
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

次
回
４
月
の
多
摩
川
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
で
は
今
回
の
分
も
頑

張
る
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

※
査
定
事
由

Ｃ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照
ら

し
、「
医
学
的
に
保
険
診
療
上
適

応
と
な
ら
な
い
も
の
」、「
医
学
的

に
保
険
診
療
上
過
剰
・
重
複
と

な
る
も
の
」
以
外
で
医
学
的
に
保

険
診
療
上
適
当
で
な
い
も
の

Ｄ

：

告
示
・
通
知
の
算
定
要
件

に
合
致
し
て
い
な
い
と
認
め
ら

れ
る
も
の

※
協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容
に

関
す
る
ご
相
談
を
す
る
際
に
は
、

増
減
点
連
絡
書
を
お
手
元
に
ご
用

意
の
上
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
性
別
、②
医
籍
登
録
番
号
、③（
医
師
会
会
員
の
場
合

は
）所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
４
月
よ
り
変
更
）。未

入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な

お
、会
場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

2月19日(木)午後7時～ 2月15日(日)午後9時30分～

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
第
４３
回
研
究
会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
歯
科
医
の
た
め
の

内
科
学
講
座

―
糖
尿
病
・
内
分
泌
疾
患
を

中
心
に
―
」

講
　
師
　
神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部

臨
床
科
学
系

　
　
　
　
医
科
学
講
座

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学

　
　
　
　
教
授

青
木　

一
孝
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会

歯
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
歯
科
新
規
個
別
指
導
の

対
策
講
習
会
」

講
　
師
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

講
師
団

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
開
場
は
９
時
で
す
。
開
始
時
刻
１０
分
前
ま
で
に
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、書
籍『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月

版
』を
ご
持
参
く
だ
さ
い（
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
）。

※
当
講
習
会
は
年
間
５
回
程
度
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

2月7日(土)午後6時～ 1月29日(木)午後7時30分～

臨

床

懇

話

会

　

診
療
所
に
お
け
る
救
急
対
応
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。
ま
た
、
搬
送
の
た
め
救
急
車
を
呼
ん
だ
場
合
、
救
急

救
命
士
が
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
指
導
医
師
の
も
と

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
医
療
行
為
（
特
定
行
為
）
に
つ
い

て
も
、
そ
の
種
類
と
適
応
に
つ
い
て
紹
介
し
、
救
命
士
に

ど
こ
ま
で
医
療
行
為
を
頼
め
る
の
か
を
明
確
に
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
診
療
所
に
お
け
る

救
急
対
応
に
つ
い
て
」

講
　
師
　
東
海
大
学
医
学
部
付
属
病
院

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

救
命
救
急
科

　
　
　
　
講
師

本
多　

ゆ
み
え
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
１２（
地
域
医
療
）」１
単
位

【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

医

療

情

報

講

演

会

　

「
改
正
」
医
療
法
に「
電
子
カ
ル
テ
の
約
１
０
０
％
普
及
」

に
向
け
た
政
府
の
責
務
が
記
載
さ
れ
、
電
子
カ
ル
テ
の
義

務
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
〝
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構

築
〟
を
ダ
シ
に
し
た
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、
医
療
情
報
の

収
集
に
よ
る
医
療
統
制
、
公
的
医
療
保
険
の
縮
小
、
医
療

機
関
の
持
続
可
能
性
、
医
療
の
民
間
企
業
へ
の
丸
投
げ
―

な
ど
の
新
た
な
問
題
へ
の
危
惧
を
を
生
じ
さ
せ
な
い
か
、

注
視
が
必
要
だ
。
オ
ン
資
義
務
化
撤
回
の
運
動
は
一
層
重

要
性
を
増
し
て
い
る
。
口
頭
弁
論
の
次
回
期
日
を
２
月
２５

日
に
控
え
、
改
め
て
オ
ン
資
を
強
制
す
る
行
政
の
問
題
性

に
つ
い
て
解
説
を
い
た
だ
く
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
義
務
的
推
進

の
問
題
と
オ
ン
資
義
務

不
存
在
訴
訟
の
重
要
性
」

講
　
師
　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存
在
確
認
等

請
求
訴
訟

原
告
団
事
務
局
長

東
京
保
険
医
協
会

理
事

医
療
法
人
社
団
い
つ
き
会

ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

佐
藤　

一
樹
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
０
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
医
療
情
報
部

1月29日(木)・2月5日(木)午後2時～／2月22日(日)午前10時～

確
定
申
告
対
策
講
習
会

確
定
申
告
無
料
個
別
相
談
会

　

令
和
８
年
３
月
の
確
定
申
告
に
向
け
て
、
左
記
の
日
程

で
確
定
申
告
対
策
講
習
会
お
よ
び
確
定
申
告
に
関
す
る
無

料
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
習
会
で
は
、
決
算
書

の
内
容
や
書
き
方
、
申
告
書
記
載
ま
で
を
２
回
に
分
け
て

税
理
士
よ
り
解
説
い
た
し
ま
す
。
講
習
会
後
は
会
場
参
加

者
に
限
り
、
先
着
５
名
限
定
・
短
時
間
（
お
１
人
５
分
程

度
）
で
講
師
へ
個
別
に
ご
質
問
・
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と

も
可
能
で
す
（
時
間
の
都
合
上
、
お
受
け
で
き
か
ね
る
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
。
確
定

申
告
無
料
個
別
相
談
会
で
は
、
具
体
的
な
ご
相
談
に
対
し

税
理
士
よ
り
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
講
習
会
　
※
必
ず
筆
記
用
具
と
電
卓
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

講
習
①

　
と
　
き
　
１
月
２９
日
（
木
）

　
テ
ー
マ
　「
令
和
７
年
分

青
色
申
告

決
算
書
作
成
の
留
意
点
」

　
講
　
師
　
税
理
士

渡
邊　

由
美
子
氏

講
習
②

　
と
　
き
　
２
月
５
日
（
木
）

　
テ
ー
マ
　「
令
和
７
年
分

青
色
申
告

『
確
定
申
告
書
』の
作
成
」

　
講
　
師
　
税
理
士

古
閑　

千
枝
氏

◆
相
談
会
　
※
５
名
の
税
理
士
で
対
応
し
ま
す
。

　
と
　
き
　
２
月
２２
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
１０
時
～
１２
時
３０
分

（
初
の
日
曜
午
前
の
開
催
と
な
り
ま
す
）

　
と
こ
ろ
　
原
則
協
会
会
議
室
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

　
定
　
員
　
２５
名
（
相
談
会
の
み
）

■
講
習
会
は
午
後
２
時
～
４
時
３０
分
。

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
講
習
会
…
⑴
協
会
会
議
室

：

定
員
６
名

⑵
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

　
相
談
会
…
事
前
に
電
話
に
て
お
申
込
み

※
２
月
２２
日（
日
）の
確
定
申
告
無
料
個
別
相
談
会
は
完
全

予
約
制
で
す
。
予
約
枠
は
３０
分
の
た
め
、
ご
相
談
は
１

医
療
機
関
に
つ
き
３０
分
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。
原
則

現
地
で
の
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参

加
を
ご
希
望
の
場
合
は
事
前
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
相
談
に
必
要
な
帳
簿
類
や
書
類
な
ど
は
事
前
に
ご

準
備
の
上
、
相
談
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
個
別
相
談
会
は
申
込
状
況
に
よ
り
、
ご
希
望

の
時
間
を
お
取
り
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
税
対
経
営
部

2月11日(水・祝)午後1時～
医
師
及
び
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の

第
４２
回
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

メ
イ
ン
テ
ー
マ
　「
糖
尿
病
、長
生
き
の
そ
の
先

       

を
考
え
る
」

講
　
演

①
テ
ー
マ
　「
糖
尿
病
と
が
ん

―
見
逃
さ
な
い
・
支
え
る
た
め

の
基
礎
知
識
―
」

　
講
　
師
　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

　
糖
尿
病
腫
瘍
科

科
長

大
橋　

健
氏

②
テ
ー
マ
　「
腎
代
替
療
法
と
そ
れ
を
し
な
い

と
い
う
選
択
肢
」

　
講
　
師
　
横
浜
栄
共
済
病
院

　
診
療
部
長
／
腎
臓
内
科
部
長押

川　

仁
氏

参
加
費
　
１
名
様
に
つ
き
１
千
円

　
　
　
　

※
振
込
後
の
返
金
は
不
可
。

定
　
員
　
１
千
名

参
加
方
法
　
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

　
　
　
　
　
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
登
録
後
、
参
加
費
を
２
月
４
日
（
水
）
ま
で

に
下
段
左
口
座
へ
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。通
信
欄
に「
事

前
登
録
者
の
氏
名
（
複
数
の
場
合
は
全
員
分
）」
と
「
第

４２
回
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー
参
加
費
」
と
記
載
し
、
振
込
人

名
（
＝
事
前
登
録
者
の
氏
名
）
の
前
に
「
４２
」
を
必
ず

付
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
例
】
振
込
人
名
…
４２
　
ホ
ケ
ン
イ
　
タ
ロ
ウ

※
恐
れ
入
り
ま
す
が
入
金
確
認
に
日
数
を
要
す
る
た
め
、

お
早
め
に
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
登
録
す
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
当
日
ご
視
聴
さ
れ
る

デ
バ
イ
ス
の
も
の
を
ご
登
録
下
さ
い
。
Ｐ
Ｃ
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
やgm

ail

な
ど
の
ア
ド
レ
ス
の
ご
登
録
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

〈
取
得
単
位
〉本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
左
記
を
ご
取
得
頂
け
ま
す
。

①
神
奈
川
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
・
更
新
の
た
め
の
研

修
会
（
２
単
位
）

　
※
第
４１
回
セ
ミ
ナ
ー
（
２
０
２
５
年
開
催
）
よ
り
、
取

得
い
た
だ
け
る
単
位
数
に
変
更
が
ご
ざ
い
ま
す
。【
重

要
】
神
奈
川
糖
尿
病
療
養
指
導
士（
Ｋ
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）認

定
・
更
新
の
た
め
の
研
修
会
単
位
数
に
つ
い
て
、
▽
Ｋ

Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
認
定
機
構
の
規
定
変
更
に
よ
り
、
第
４１
回

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
単
位
数
が
２
単
位
と
な
り
ま
し
た
。

▽
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
・
更
新
は
、今
回
は

認
定
対
象
外
で
す
。

②
日
本
糖
尿
病
協
会

糖
尿
病
認
定
医
（
登
録
歯
科
医
）
取

得
の
た
め
の
講
習
会

　
※
原
則
、
遅
刻
・
早
退
さ
れ
た
場
合
は
、
参
加
証
の
デ

ー
タ
配
布
は
致
し
か
ね
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
※
①
と
②
の
参
加
証
は
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
１
週
間
を

目
安
に
メ
ー
ル
で
ご
送
付
予
定
で
す
。

③
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
７６
（
糖
尿
病
）」１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

共
　
催
　
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
／
㈱
ノ
ボ
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク

　
　
　
　
フ
ァ
ー
マ

お
申
込
み
　
研
究
部



川
崎
こ
ど
も
連
絡
会
の
要
望
が
実
現

今
年
９
月
か
ら

　
「
18
歳
ま
で
医
療
費
無
償
化
」

支部幹メンバーに聞く支部幹メンバーに聞く

　
　
　
　
　
　
　
　

二
村　

哲

　

今
年
こ
そ
改

定
で
診
療
報
酬

が
上
が
り
、
安

心
し
て
日
々
の
診
療
が
出
来
ま
す
よ

う
に
。
そ
し
て
家
族
と
の
時
間
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。田

村　

義
民

　

愛
、
喜
び
、

平
安
、
寛
容
、

親
切
、
善
意
、

誠
実
、
柔
和
、
自
制
の
実
が
結
ば
れ

る
よ
う
、
慎
み
と
へ
り
く
だ
り
を
求

め
て
歩
み
た
い
と
願
い
ま
す
。

原　

弘
明

　

①
健
康
で
文

化
的
な
生
活
の

た
め
、
余
暇
時

間
を
増
や
す
。

②
地
球
環
境
を
守
り
、
戦
争
の
な
い

世
界
の
た
め
に
貢
献
す
る
。

③
医
療
・
介
護
・
社
会
福
祉
の
改
善

の
た
め
努
力
す
る
。

長
谷
川　

洋

も
う
こ
れ
以

上
太
ら
な
い
、

あ
わ
よ
く
ば
週

に
１
日
く
ら
い
運
動
を
す
る
、
あ
わ

て
な
い
よ
う
に
す
る
。安

藤　

諒

　

医
療
危
機
が

叫
ば
れ
た
昨
年
、

保
険
証
も
期
限

切
れ
と
な
り
現
場
は
一
段
と
大
変
さ

を
増
し
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
上
り

続
け
る
金
属
代
金
と
材
料
費
に
苦
し

み
な
が
ら
今
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
脇　

誠

　

自
分
の
健
康

に
留
意
し
、
一

人
で
も
多
く
の

患
者
さ
ん
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う

に
初
心
に
帰
っ
て
丁
寧
な
診
療
を
す

る
。

鈴
木　

さ
ち
代

　

新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。
胎
児

に
な
る
前
か
ら
関
わ
る
歯
科
と
し

て
、
発
信
を
は
じ
め
ま
す
。
親
子
の

幸
せ
の
た
め
に
。

川
俣　

か
ほ
る

　

診
療
報
酬
改

定　

同
じ
女
性

と
し
て
高
市
政

権
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

上
原　

良
一

　

抱
負
と
い
う

よ
り
希
望
に
な

り
ま
す
が
保
険

点
数
の
大
幅
Ｕ
Ｐ

諸
外
国
に
比
べ
て
低
す
ぎ
だ
と
思
う

の
で
２
０
０
％
が
妥
当山

鹿　

高
義

　

き
っ
と
楽
に

な
れ
る
と
信
じ

て
逆
風
に
勝
と

う
と
し
な
い
で
し
な
や
か
に
息
抜
こ

う
と
思
い
ま
す
。

中
島　

啓
介

　

世
界
も
日
本

も
、
激
動
の
さ

な
か
に
い
ま

す
。
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
希
望
を
持
っ
て
、

日
々
の
診
療
に
当
た
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

花
田　

徹
野

　

何
だ
か
住
み

に
く
い
世
の
中

に
な
っ
て
来
た

気
が
し
ま
す
。
今
年
こ
そ
夢
や
理
想

を
語
り
、
か
つ
余
裕
の
あ
る
生
活
を

送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
先
ず
は
医
療
の
正
当
な
評

価
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

稲
木　

建
郎

　

今
、
問
わ
れ

て
い
る
の
は
保

険
診
療
の
未
来

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ

に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

2026年2026年 私の抱負 私の抱負

川崎市
　

昨
年
８
月
25
日
、
川
崎
市
の

福
田
紀
彦
市
長
は
定
例
会
見
に

お
い
て
、
２
０
２
６
年
９
月
か

ら
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
を
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
、
併

せ
て
通
院
時
の
一
部
負
担
金
５

０
０
円
を
撤
廃
す
る
方
針
を
表

明
し
た
。
協
会
川
崎
支
部
ら
で

組
織
す
る
「
川
崎
市
こ
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
連
絡

会
（
以
下
、
連
絡
会
）」
は
、

昨
年
６
月
に
川
崎
市
の
小
児
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を
求
め

て
市
議
会
に
陳
情
署
名
を
提

出
。
陳
情
で
は
、「
一
部
負
担

金
５
０
０
円
の
撤
廃
」
と
「
対

象
年
齢
18
歳
ま
で
の
拡
充
」
の

２
点
を
求
め
て
い
た
（
２
０
２

５
年
７
月
25
日
号
既
報
）。
陳

情
署
名
は
昨
年
２
月
〜
７
月
24

日
の
審
議
当
日
ま
で
に
８
，
６

６
６
筆
（
提
出
者
１
名
含
む
）

を
集
約
し
、
市
議
会
に
提
出
。

文
教
委
員
会
に
て
審
議
が
行
わ

れ
、
賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択
さ

れ
た
。
趣
旨
採
択
は
、
陳
情
の

内
容
に
は
賛
同
す
る
も
の
の
、

早
期
実
現
が
困
難
な
ケ
ー
ス
で

行
わ
れ
る
。連
絡
会
は
そ
の
後
、

８
月
６
日
に
陳
情
内
容
の
早
期

実
現
を
求
め
て
声
明
文
を
発
出

し
て
い
る
。
福
田
市
長
の
会
見

後
、
10
月
10
日
の
第
３
回
定
例

市
議
会
最
終
日
に
「（
医
療
費

を
）
18
歳
ま
で
無
償
、
一
部
負

担
金
５
０
０
円
を
廃
止
」
す
る

条
例
改
正
案
が
提
案
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
。
今
年
９
月
よ

り
18
歳
ま
で
医
療
費
が
無
償
化

さ
れ
る
こ
と
が
、
正
式
に
決
ま

っ
た
。

川
崎
市
を
動
か
し
た

連
絡
会
の
活
動

　

連
絡
会
は
１
９
９
３
年
５
月

に
発
足
し
、
以
来
請
願
・
陳
情

署
名
の
集
約
や
議
員
懇
談
、
川

崎
市
長
に
宛
て
た
肉
筆
コ
メ
ン

ト
「
私
の
ひ
と
こ
と
カ
ー
ド
」

の
集
約
な
ど
の
活
動
を
通
し
、

川
崎
市
へ
小
児
医
療
費
助
成
制

度
拡
充
の
必
要
性
を
求
め
続
け

て
き
た
。
結
果
対
象
年
齢
は
少

し
ず
つ
拡
充
さ
れ
て
き
た
が
、

今
回
の
「
18
歳
ま
で
医
療
費
無

償
化
」
実
現
は
、
長
年
に
わ
た

る
当
連
絡
会
の
活
動
と
、
川
崎

市
民
の
思
い
が
結
実
し
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
一
部
負
担
金

を
撤
廃
し
、
対
象
年
齢
を
18
歳

ま
で
と
す
る
こ
と
で
、
川
崎
市

の
こ
ど
も
達
は
医
療
費
に
つ
い

て
経
済
的
な
責
任
や
負
担
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
る
。

保
護
者
が
負
担
を
気
に
せ
ず
子

ど
も
達
を
受
診
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
市
民
の
健
康
が
守
ら
れ

る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
も
の

だ
。
今
後
も
川
崎
市
に
は
こ
ど

も
達
を
考
え
た
市
政
運
営
を
期

待
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
連

絡
会
の
活
動
に
協
力
い
た
だ
い

た
会
員
諸
氏
に
は
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。

川崎市小児医療費助成拡大
（18歳まで無料）を達成して 二村　哲

二村　哲副支部長

何度もチャレンジしてきた
熱意がようやく伝わりました。
署名をいただいた市民の皆様と
関係団体の方々に感謝いたします。



う
し
て
も
高
く
な
る
の
で

す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
30
年
以
上

が
た
ち
歯
科
平
均
点
は
１
３

０
０
点
以
下
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
物
価
高
騰
と
か

メ
デ
ィ
ア
や
政
治
家
は
言
っ

て
い
ま
す
が
、
物
価
が
高
い

の
で
は
な
く
国
民
の
給
与
が

安
す
ぎ
る
の
で
す
。
外
国
人

は
、
日
本
は
さ
ま
ざ
ま
な
物

が
安
く
て
い
い
国
だ
と
い

い
、
た
く
さ
ん
旅
行
に
来
て

い
ま
す
。

川
崎
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
求
め 
会
派
ま
わ
り

み
ら
い
、
共
産
、
川
崎
・
維
新
、
公
明
と
懇
談

産
党
、
川
崎
・
維
新
の
３
党
と

懇
談
。
同
月
31
日
に
は
公
明
党

と
の
懇
談
が
実
現
し
た
。

　
「
み
ら
い
」
か
ら
は
木
庭
団

長
、
押
本
・
林
・
鈴
木
各
副
団

長
（
計
４
名
）
が
対
応
。
連
絡

会
か
ら
は
８
名
が
出
席
し
た
。

議
員
か
ら
は
東
京
23
区
と
川
崎

市
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
痛
感
す
る

と
こ
ろ
だ
と
し
、
一
部
負
担
金

５
０
０
円
の
撤
廃
は
進
め
る
べ

き
だ
と
思
う
と
踏
み
込
ん
だ
発

言
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
す

ぐ
の
実
現
が
難
し
い
と
い
う
行

政
側
の
事
情
も
分
か
る
が
、
医

療
は
人
の
命
に
関
わ
る
こ
と
で

も
あ
る
の
で
市
は
よ
く
考
え
て

ほ
し
い
と
思
う
」
と
所
感
が
述

べ
ら
れ
た
。
連
絡
会
の
主
張
に

は
強
く
共
感
し
て
お
り
、
川
崎

市
に
は
財
政
根
拠
と
な
る
デ
ー

タ
の
提
示
を
求
め
つ
つ
、
小
児

医
療
費
助
成
制
度
拡
充
に
向
け

働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
と

強
調
し
た
。

　
「
共
産
党
」
か
ら
は
宗
田
団

長
、
井
口
・
市
古
両
副
団
長
、

石
川
・
後
藤
・
渡
辺
各
議
員
（
計

６
名
）
が
対
応
。
連
絡
会
か
ら

は
16
名
が
出
席
し
た
。
議
員
は

昨
年
度
の
川
崎
市
の
決
算
を
見

る
と
約
65
億
円
の
黒
字
で
あ

り
、
決
し
て
財
政
が
厳
し
い
と

は
い
え
な
い
状
況
と
強
調
。
市

の
試
算
だ
と
対
象
年
齢
を
18
歳

ま
で
拡
充
し
、
か
つ
一
部
負
担

金
を
撤
廃
す
る
の
に
約
13
億

６
，
９
０
０
万
円
の
追
加
予
算

が
か
か
る
と
の
こ
と
だ
が
、
難

な
く
実
現
で
き
る
の
で
は
と
見

解
を
示
し
た
。
川
崎
市
は
一
部

負
担
金
５
０
０
円
に
つ
い
て
、

制
度
の
利
益
を
受
け
な
い
市
民

みらい 木庭団長

みらい 鈴木副団長

共産 市古副団長

共産 渡辺議員

公明 川島副団長

みらい 押本副団長

共産 宗田団長

共産 石川議員

川崎・維新 重冨団長

公明 枝川議員

みらい 林副団長

共産 井口副団長

共産 後藤議員

川崎・維新 仁平副団長

公明 平山議員

続 

報

　

川
崎
支
部
は
12
月
２
日
、「
知

っ
て
お
き
た
い 

医
療
機
関
に

お
け
る
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
と
対
策
」

を
テ
ー
マ
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
限
定
で
支

部
研
究
会
を
開
催
。
90
名
が
視

聴
し
た
。
当
日
は
法
律
事
務
所

ク
レ
イ
ン
の
弁
護
士
、
大
野
美

樹
氏
が
講
師
を
務
め
、
厚
生
労

働
省
作
成
の
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
企
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
中
心
に
、
ペ
イ
シ
ェ

ン
ト
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
ペ
イ
ハ

ラ
）
に
該
当
す
る
事
例
や
、
医

療
機
関
が
具
体
的
に
取
り
組
む

べ
き
ペ
イ
ハ
ラ
対
策
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

　

氏
は
ま
ず「
ペ
イ
ハ
ラ
と
は
、

患
者
等
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
・
言

動
の
要
求
の
内
容
の
妥
当
性
に

照
ら
し
て
、
要
求
を
実
現
す
る

た
め
の
手
段
・
態
様
が
社
会
通

念
上
不
相
当
な
も
の
で
あ
っ

て
、
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害

さ
れ
る
も
の
」
と
解
説
。
特
に

患
者
等
か
ら
の
身
体
的
な
攻
撃

（
暴
行
、
傷
害
）、
精
神
的
な
攻

撃
（
脅
迫
、中
傷
、名
誉
棄
損
、

侮
辱
、暴
言
）、土
下
座
の
要
求
、

拘
束
的
な
行
動
（
不
退
去
、
居

座
り
、
監
禁
）、
従
業
員
個
人

へ
の
攻
撃
・
要
求
な
ど
は
「
要

求
内
容
の
妥
当
性
に
か
か
わ
ら

ず
、
不
相
当
と
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
」
と
し
た
。

法
改
正
に
よ
り
、

ペ
イ
ハ
ラ
対
策
は

医
療
機
関
の
義
務
に

　

氏
は
２
０
２
５
年
６
月
11
日

に
労
働
施
策
総
合
推
進
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
、
患

者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
対
し
て
医
療
機
関
は

組
織
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
説

明
。「
ペ
イ
ハ
ラ
か
ら
従
業
員

を
守
る
と
い
う
基
本
方
針
・
基

本
姿
勢
、
従
業
員
の
対
応
の
在

り
方
等
を
従
業
員
に
周
知
・
啓

発
し
、
教
育
す
る
」「
従
業
員

の
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
」
等
の
対
応
を
取
る
べ
き
と

し
た
。
ま
た
ペ
イ
ハ
ラ
が
実
際

に
起
き
た
時
は
、「
確
か
な
証

拠
・
証
言
に
基
づ
き
、
事
実
関

係
の
正
確
な
把
握
に
努
め
る
」

「
被
害
を
受
け
た
従
業
員
に
対

す
る
配
慮
の
措
置
を
適
正
に
行

う
（
一
人
で
対
応
さ
せ
ず
、
複

数
名
で
、
あ
る
い
は
組
織
的
に

対
応
す
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
へ
の
対
応
を
行
う
等
）」

な
ど
の
措
置
を
医
療
機
関
は
講

ず
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

診
療
拒
否
が

正
当
化
さ
れ
る

　
　
　
　

ケ
ー
ス
も

　

氏
は
応
召
義
務
に
つ
い
て
も

併
せ
て
説
明
。
医
師
法
19
条
１

項
及
び
歯
科
医
師
法
19
条
１
項

に
お
い
て
応
召
義
務
を
定
め
て

お
り
、
医
師
・
歯
科
医
師
は
簡

単
に
診
療
を
拒
絶
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
、
ペ
イ
ハ

ラ
は
職
員
な
ど
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
り
、
診
療
の
拒

絶
に
つ
い
て
検
討
せ
ざ
る
を
得

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
し
て
、

厚
生
労
働
省
が
２
０
１
９
年
12

月
25
日
に
発
出
し
た
「
応
召
義

務
を
は
じ
め
と
し
た
診
察
治
療

の
求
め
に
対
す
る
適
切
な
対
応

の
在
り
方
等
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
通
知
に
つ
い
て
解
説
。
診

療
中
に
患
者
が
迷
惑
行
為
を
働

い
た
場
合
は
、
新
た
な
診
療
を

行
わ
な
い
こ
と
が
正
当
化
さ
れ

得
る
と
し
た
。
そ
れ
以
外
に
診

療
拒
否
で
き
る
事
例
と
し
て
、

例
え
ば
医
療
費
の
不
払
い
に
つ

い
て
は
、
そ
の
こ
と
の
み
を
も

っ
て
診
療
し
な
い
こ
と
は
正
当

化
さ
れ
な
い
が
、
特
段
の
理
由

な
く
保
険
診
療
に
お
い
て
自
己

負
担
金
の
未
払
い
を
繰
り
返
す

場
合
は
悪
意
の
あ
る
未
払
い
で

あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
診
療

拒
否
が
正
当
化
さ
れ
得
る
と
説

明
。
た
だ
し
、
患
者
が
重
篤
な

状
態
と
判
断
し
た
時
は
、
診
療

し
て
適
切
な
医
療
機
関
に
紹
介

す
る
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と

に
留
意
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
経
済
的
事
情
に
よ
り
支
払

が
困
難
で
あ
る
場
合
は
福
祉
事

務
所
の
相
談
窓
口
を
紹
介
す
る

と
良
い
と
し
た
。

　

最
後
に
、
患
者
か
ら
の
ク
レ

ー
ム
の
内
容
が
単
な
る
い
い
が

か
り
で
あ
る
場
合
は
、
業
務
妨

害
事
件
（
場
合
に
よ
っ
て
は
犯

罪
行
為
）
で
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
、
毅
然
と
対
処
す
る
必
要

が
あ
る
と
強
調
。
不
当
な
要
求

に
応
じ
て
し
ま
う
と
業
務
妨
害

行
為
に
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識

さ
れ
、
拍
車
が
か
か
る
結
果
に

な
り
か
ね
な
い
と
し
た
。ま
た
、

医
療
機
関
の
ミ
ス
だ
と
認
識
で

き
る
場
合
は
「
ミ
ス
は
ミ
ス
」

と
認
め
、
そ
の
範
囲
で
責
任
を

と
る
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に
し

つ
つ
、
責
任
の
範
囲
を
超
え
た

不
当
な
要
求
を
受
け
入
れ
な
い

こ
と
も
重
要
と
し
た
。

　

本
研
究
会
に
つ
い
て
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ｏ

Ｉ 

Ｔ
Ｖ
）上
で
ア
ー
カ
イ
ブ
配

信（
会
員
限
定
）し
て
い
る
た
め
、

ぜ
ひ
ご
視
聴
い
た
だ
き
た
い
。

  「迷惑行為には
　　　  毅然と対処を」
ペイシェントハラスメントをテーマに研究会開催

と
の
「
負
担
の
公
平
性
を
担
保

す
る
た
め
」
と
の
主
張
を
多
用

し
て
い
る
が
、
人
の
命
に
関
わ

る
こ
と
で
「
公
平
性
」と
い
う

言
葉
を
持
ち
出
す
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
と
指
摘
。
今
回
陳
情
が

文
教
委
員
会
に
て
趣
旨
採
択
さ

れ
た
こ
と
は
連
絡
会
の
大
き
な

成
果
で
あ
り
、
諦
め
ず
に
繰
り

返
し
何
度
も
主
張
を
訴
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い

か
と
語
っ
た
。

　
「
川
崎
・
維
新
」
か
ら
は
重

冨
団
長
と
仁
平
副
団
長
（
計
２

名
）
が
対
応
。
連
絡
会
か
ら
は

９
名
が
出
席
し
た
。
議
員
か
ら

は
文
教
委
員
会
で
連
絡
会
の
陳

情
が
趣
旨
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

触
れ
、「
毎
年
川
崎
市
の
小
児

医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充
し
て

ほ
し
い
と
求
め
続
け
て
き
た
か

ら
こ
そ
の
趣
旨
採
択
で
は
な
い

か
。
時
代
が
動
い
て
い
る
と
感

じ
る
。」
と
労
い
の
言
葉
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
川
崎
市
は
両
隣

の
東
京
23
区
と
横
浜
市
に
比
べ

る
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
見
劣
り

す
る
の
で
、「
頑
張
っ
て
も
報

わ
れ
な
い
街
の
よ
う
に
思
う
」

と
語
ら
れ
た
。
維
新
所
属
の
岩

田
議
員
は
陳
情
が
趣
旨
採
択
さ

れ
た
文
教
委
員
会
で
も
「
小
児

医
療
費
助
成
制
度
は
拡
充
す
る

べ
き
」
と
前
向
き
な
発
言
が
あ

っ
た
と
述
べ
た
。
氏
は
川
崎
市

議
選
で
も
「
川
崎
市
こ
ど
も
医

療
費
の
無
償
化
」
を
公
約
に
掲

げ
て
当
選
し
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
ぜ
ひ
働
き
か
け
を
継
続
し

て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。

　
「
公
明
党
」
か
ら
は
川
島
副

団
長
と
枝
川
・
平
山
両
議
員（
計

３
名
）
が
対
応
。
連
絡
会
か
ら

は
７
名
が
出
席
し
た
。
議
員
か

ら
は
、「
全
国
的
に
小
児
医
療

費
助
成
制
度
を
拡
充
し
て
い
こ

う
と
い
う
動
き
が
あ
る
中
で
、

川
崎
市
も
東
京
や
横
浜
に
負
け

な
い
よ
う
、
拡
充
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
川
崎
市

は
財
政
面
を
理
由
に
小
児
医
療

費
助
成
制
度
拡
充
を
躊
躇
し
て

い
る
が
、
市
は
理
屈
で
は
な
い

部
分
で
制
度
拡
充
を
踏
み
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。さ
ら
に
、

保
護
者
の
経
済
状
況
に
関
わ
ら

ず
子
ど
も
が
医
療
に
か
か
れ
る

社
会
が
理
想
と
語
り
、
市
に
財

政
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
の
提
示

を
求
め
つ
つ
、
引
き
続
き
粘
り

強
く
制
度
拡
充
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
強
調

し
た
。

　

私
が
歯
科
医
に
な
っ
た
平

成
３
年
は
バ
ブ
ル
が
は
じ
け

た
と
い
う
時
で
し
た
が
ま
だ

ま
だ
景
気
は
よ
く
、
勤
務
医

時
代
に
聞
い
た
話
で
は
、
歯

科
の
レ
セ
プ
ト
平
均
点
は
今

よ
り
も
っ
と
高
い
点
数
で
し

た
。
卒
後
は
大
学
の
医
局
に

残
っ
て
い
ま
し
た
の
で
保
険

点
数
の
事
は
ま
っ
た
く
気
に

し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
勤
務
医
の
時
か
ら

協
会
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参

加
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

開
業
し
た
ら
協
会
に
入
る

こ
と
は
自
然
な
流
れ
で
し

た
。
程
な
く
し
て
か
ら
高
点

数
個
別
指
導
が
導
入
さ
れ
こ

れ
以
降
点
数
が
下
が
っ
て
い

る
の
で
す
。
協
会
主
催
の
集

い
で
「
歯
科
は
点
数
が
高
い

ね
」
と
医
科
の
先
生
か
ら
言

わ
れ
ま
し
た
。
す
る
と
歯
科

の
先
生
か
ら
「
歯
科
は
金
属

を
買
っ
て
い
て
技
工
士
さ
ん

へ
の
支
払
い
も
す
る
の
で
ど

私の思う私の思う
歯科から見た歯科から見た
今後の日本今後の日本
麻生区　上原　良一

　

例
え
ば
つ
い
12
年
程
前

は
、
物
価
の
差
も
あ
り
タ
イ

人
が
日
本
に
安
い
国
だ
か
ら

旅
行
に
行
こ
う
な
ん
て
事
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
は
ず
で

す
。
日
本
人
が
タ
イ
で
豪
遊

は
あ
っ
て
も
逆
は
少
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
今

は
日
本
の
お
店
に
タ
イ
語
の

説
明
文
が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
で
も
日
本
で
行
わ
れ
ず

外
国
で
行
う
事
が
多
い
の
で

す
。
医
療
も
同
じ
で
、
点
数

は
下
が
り
、
人
件
費
、
材
料

費
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。
医

者
は
治
療
に
専
念
し
て
ほ
し

い
か
ら
、
お
金
の
算
段
は
あ

ま
り
考
え
な
く
て
も
生
活
の

心
配
は
い
ら
な
い
と
い
う
時

代
も
あ
り
ま
し
た
が
多
く
の

病
院
、
医
院
が
収
入
面
で
苦

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は

保
険
点
数
を
最
低
で
も
３
倍

に
し
な
い
と
い
い
医
療
は
で

き
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
日
本
が
心
配
で
す
。

　

協
会
川
崎
支
部
ら
で
組
織
す

る
「
川
崎
市
こ
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
を
求
め
る
連
絡
会
（
以

下
、連
絡
会
）」は
昨
夏
、川
崎
市

の
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
を
求
め
て
会
派
ま
わ
り
を
実

施
。
二
村
副
支
部
長
を
は
じ
め

川
崎
市
民
数
名
が
赴
き
、小
児

医
療
費
助
成
制
度
の「
通
院
時

の
窓
口
一
部
負
担
金
の
撤
廃
」

お
よ
び
「
対
象
年
齢
18
歳
ま
で

の
引
き
上
げ
」の
２
点
を
訴
え
た
。

◇　

◇　

◇

　

自
民
党
と
の
懇
談
（
２
０
２

５
年
７
月
25
日
号
既
報
）
に
続

き
、
７
月
24
日
に
み
ら
い
、
共

講師
大野美樹弁護士
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